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～市民と議会をつなぐコミュニケーション機関誌～

平成25年9月定例会号平成25年9月定例会号

南城市敬老会南城市敬老会

小学校運動会小学校運動会 南城市陸上競技大会南城市陸上競技大会

　9
月
定
例
会
は
、
補
正
予
算

等
の
審
査
と
と
も
に
平
成
24
年

度
の
決
算
認
定
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　組
ま
れ
た
日
程
を
最
大
限
に

生
か
し
、
議
論
を
重
ね
て
議
決

に
至
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
南
城
市
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
議
員
個
々
の
議

案
等
に
対
す
る
賛
否
の
公
表
及

び
本
会
議
等
へ
の
出
欠
状
況
を

今
号
か
ら
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
が
選
ん
だ
議
員

個
々
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
よ
り
一
層
議
会
に
関
心
を

も
っ
て
、
更
な
る
叱
咤
激
励
を

頂
戴
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　ま
た
、
11
月
26
日
・
27
日
の

両
日
に
は
、
第
2
回
議
会
報
告

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
多

く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
頂

き
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お
よ

せ
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　最
後
に
「
議
会
だ
よ
り
」
を

今
後
と
も
市
民
に
愛
さ
れ
る

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
愛
読

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。広

報
委
員
長

　中
村
直
哉 

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

議会報告会のお知らせ！！
　南城市議会では、議会基本条例に基づき、次の日程で、第2回議会報告会を予

定しております。2日にわたり、20名の議員が、4地区に分かれて行います。議会

としては市民の皆様からのご意見・ご要望等を直接いただける貴重な機会だと考

えています。多くの市民の皆様のご参加をお待ちしております。

今回は、次の内容の報告です。

　①定例会の報告について　　③市民との意見交換

　②議会基本条例施行1年を振り返って

あ
な
た
も
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご意見
ご感想

　「市議会だより」につい

て、ご意見・ご感想・ご要望

をお待ちいたしております。

　下記までお寄せください。

宛先・問合せ先

南城市議会事務局
〒901-0695　沖縄県南城市玉城字富里143番地
TEL 098-948-7797  FAX 098-852-6625
E -ma i l   g i k a i@c i t y . n a n j o . o k i n awa . j p

議会議事録は南城市ホームページで
公開されています。

　皆
様
が
選
ん
だ
代
表

が
、ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
、ど
の
よ
う
な
発
言
を

し
て
い
る
の
か
、自
分
の

目
で
見
、聞
い
て
確
認
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　市
政
を
知
る
良
い
機

会
で
す
。

　次
回
の
定
例
会
は
、12

月
に
招
集
さ
れ
る
予
定

で
す
。

南城市議会情報 検索 クリック

11月26日（火） 大里農村環境改善センター

佐敷老人福祉センター

午後7時　～　8時30分（受付午後6時30分～）

南城市（玉城）中央公民館

知念社会福祉センター11月27日（水）

時　　間
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議員別表決結果一覧
（○：賛成、×：反対、棄：棄権、欠：欠席、除：除斥、無：無効）

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 内容案内
大
城
竜
男

前
里
輝
明

親
川
孝
雄

玉
城
　
健

松
田
兼
弘

城
間
松
安

座
波
　
一

吉
田
　
潤

伊
�
清
則

中
村
直
哉

比
嘉
直
明

瀨
底
正
真

大
城
憲
幸

島
袋
賢
栄

国
吉
昌
実

長
嶺
勝
盛

屋
冝
宣
勇

仲
村
和
則

大
城
　
悟

照
喜
名
智

発委第10号 米軍HH60ヘリコプター墜落事故に関する抗議及びオスプレイの即時撤去を求める
意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第11号 米軍HH60ヘリコプター墜落事故に関する抗議及びオスプレイの即時撤去を求める
決議について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第12号 地方税財源の充実確保を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第37号 市道の認定について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第38号 市道の認定について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第39号 市道の認定について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第40号 平成 24年度南城市水道事業会計未処理分利益余剰金の処分について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第41号 南城市子ども・子育て会議条例について 原案可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第42号 南城市立小・中学校パソコン機器等購入について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第43号 平成 25年度南城市一般会計補正予算（第3号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第44号 平成 25年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第45号 平成 25年度南城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第46号 平成 25年度南城市下水道事業特別会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第47号 平成 25年度南城市水道事業会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 1	号 平成 24年度南城市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 2	号 平成 24年度南城市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 3	号 平成 24年度南城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 4	号 平成 24年度南城市下水道事業特別会計歳入出決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 5	号 平成 24年度南城市水道事業決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 陳情第	 3	号 「年金 2.5%の削減中止を求める意見書」採択に関する陳情 不  採  択 × × × ○ ○ × × × × × × ○ × × × × × × ×
陳情第18号 県産品の優先使用について（要請） 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
陳情第19号 公共工事発注に際しての事業用自動車（緑ナンバー）使用に関する陳情 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続審査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員派遣の件について 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 南城市地域物産館備品購入について 可　　決
議案第36号 平成２５年度南城市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

※議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定

する権利（表決権）があります。

　特別多数議決で決定されたものは議長にも表決権があります。

平成25年第６回南城市議会　　　定例会（９月）で決まったこと

詳細は P19

詳細は P7

詳細は P23

詳細は P4･5

詳細は P8･9

詳細は P7

詳細は P20

詳細は P6
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議員別表決結果一覧
（○：賛成、×：反対、棄：棄権、欠：欠席、除：除斥、無：無効）

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 内容案内
大
城
竜
男

前
里
輝
明

親
川
孝
雄

玉
城
　
健

松
田
兼
弘

城
間
松
安

座
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一

吉
田
　
潤

伊
�
清
則

中
村
直
哉

比
嘉
直
明

瀨
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正
真

大
城
憲
幸

島
袋
賢
栄

国
吉
昌
実

長
嶺
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屋
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大
城
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発委第10号 米軍HH60ヘリコプター墜落事故に関する抗議及びオスプレイの即時撤去を求める
意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第11号 米軍HH60ヘリコプター墜落事故に関する抗議及びオスプレイの即時撤去を求める
決議について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第12号 地方税財源の充実確保を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第37号 市道の認定について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第38号 市道の認定について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第39号 市道の認定について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第40号 平成 24年度南城市水道事業会計未処理分利益余剰金の処分について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第41号 南城市子ども・子育て会議条例について 原案可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第42号 南城市立小・中学校パソコン機器等購入について 可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第43号 平成 25年度南城市一般会計補正予算（第3号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第44号 平成 25年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第45号 平成 25年度南城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第46号 平成 25年度南城市下水道事業特別会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第47号 平成 25年度南城市水道事業会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 1	号 平成 24年度南城市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 2	号 平成 24年度南城市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 3	号 平成 24年度南城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 4	号 平成 24年度南城市下水道事業特別会計歳入出決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 認定第	 5	号 平成 24年度南城市水道事業決算の認定について 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
	 陳情第	 3	号 「年金 2.5%の削減中止を求める意見書」採択に関する陳情 不  採  択 × × × ○ ○ × × × × × × ○ × × × × × × ×
陳情第18号 県産品の優先使用について（要請） 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
陳情第19号 公共工事発注に際しての事業用自動車（緑ナンバー）使用に関する陳情 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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会　計　名　称 補　正　額 補正後予算額

平成25年度  補正予算の概要

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計
収益的収入

収益的支出

(総務関連）

○ムラヤー等建設補助金　　約180万円

　大里グリーンタウンふれあいプラザ及び公民館増設工事で、耐震構造上の問題から増築屋根部分を6

本の柱で補強するための補正です。

（民生関連）

○保育士等処遇改善臨時特例事業　　約2,798万円

　保育所の整備等によって量的拡大を図る中、保育士の人材確保を推進する一環として、処遇改善に取

り組む保育所へ資金の交付を行い、保育士の確保を進めます。

○手話奉仕員養成研修事業　　約34万円

　地域生活支援事業の必修になったため、地域において通訳ができる手話通訳者（奉仕員）を養成する

目的で、講座を20回程度予定しています。

○南城市慰霊碑柵設置工事　　51万円

　グスクロード公園に建立した慰霊碑の適切な維持・管理を図るために柵を設置します。

○子ども医療費助成　　441万円

　受給者の負担軽減、事務負担軽減を図るため、自動償還払い制度の平成26年4月導入に向け、システ

ム改修及び受給者証の発行、配布を行います。

○健康づくり推進員育成事業　　約32万円

　育成・充実を図り、活動を支援していくために育成研修を実施し、資質の向上、健康づくりの楽しさと

重要性を認識してもらうよう、特に未組織の自治会を対象に久高島研修を行います。

平成25年度南城市一般会計補正予算（第3号）について議案第43号

一般会計補正予算の概要

次頁上段へ

前頁下段より

平成25年度南城市下水道事業特別会計補正予算（第1号）について議案第46号

（農林水産関連）

○遊休農地・農業生産施設活用事業　443万円（沖縄県緊急雇用創出事業）

　市内の耕作放棄地や遊休化した鉄骨ハウス等の活用を行い新規就農者の創出を目指す委託事業で３

名を採用予定です。

○農業施設等維持修繕費　　735万円

　農道や農業用排水路の修繕を主に行う事業です。

○デイゴヒメコバチ防除事業　約109万円（県一括交付金事業）

　公園等の公共施設にあるデイゴの木を、デイゴヒメコバチから防除する事業です。

（土木関連）

○道路新設改良費　　　約8,210万円

　継続中の市内幹線道路の改良工事費です。

（南風原福原線、南風原田原線、大里南小学校線、喜良原新里長作原線、船越大城線）

（教育関連）

○馬天小学校屋内運動場改築事業　　約3,420万円

　馬天小学校体育館の建て替えに伴う基本・実施設計委託料です。

○沖縄県離島・へき地における学習支援事業　約37万円（県一括交付金事業）

　塾が無い久高島の中学生に対して学習支援員を配置して基礎学力の定着と高校進学を支援する放課

後学習支援事業です。

○佐敷幼稚園園舎改築事業　　約3,420万円

　佐敷幼稚園園舎の建て替えに伴う基本・実施設計委託料です。

歳入　主に人事異動に伴う人件費の減額と中継ポンプ等の修繕をするため集落排水事業基金からの繰

入、及び平成24年度決算確定による繰越金です。

歳出　主に人事異動に伴う人件費の減額と中継ポンプ等の修繕費の増額です。

平成25年度南城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について議案第45号
歳入　主に平成24年度決算確定による繰越金と広域連合からの交付金です。

歳出　主に肺炎球菌予防接種事業です。

歳入　主に一般会計からの赤字分の繰入金と国庫補助金の増額です。

歳出　新たに20代、30代を対象にした保健事業と平成24年度の療養給付費等の負担金の返還等です。

平成25年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）について議案第44号

平成25年度南城市水道事業会計補正予算（第1号）について議案第47号
主に人事異動に伴う人件費の増額です。

その他会計の補正予算の概要
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南城市型の「子ども・子育て施策」の策定へ！

「年金2.5％の削減中止を求める意見書」採択に関する陳情陳情第３号

南城市子ども・子育て会議条例に
 ついて 

議案第41号 市道の認定について議案第37号

市道の認定について議案第38号

市道の認定について議案第39号

　国の「子ども・子育て支援法」の制定に伴い、南城市が実

施する児童福祉法およびその他の子どもに関する法律に

よる施策について調査審議する機関を設置するための提

案です。

　国の支援法は、消費税増税を前提としていて、待機児童

の解消については、横浜方式や民間業者の参入なども視野

に入れているので今回の条例提案については、反対との討

論がありました。

　一方で、南城市の待機児童の数は、厳しさを増しており、

しっかりとした受け皿を作って行かなくてはならない。社

会の変化もあり株式会社の参入、財源をどうするかなど気

になる点も多いが、それらの問題を議論するのが本条例で

設置される会議である。南城市のニーズにあった子育てを

実行して行きたいとのこと

なので、制定し早めの取組み

をしてもらいたい。との賛成

討論があり、賛成多数で可決

されました。

　本陳情は、今年10月より実施予定の年金2.5％（1、2年目は1％、3年目は0.5％）削減の中止を求める意見

書を採択し国に意見書を提出してほしいという内容です。

　賛成討論として、「生活が苦しい中2.5％を３年間に分けて削減されるのは非常に痛い。臨時雇用が多い

ため息子、娘たちのために、自分たちの年金から援助している方々も多いと聞いている。若い人たちの年

金加入率も改善させていかなくてはならない。それらの問題に対しては、国が責任をもって抜本的に解決

すべきである。採択をして意見書を送付した方がよい」との意見がありました。

　反対討論として「年金問題は、少子高齢化の流れの中で制度上の問題も抱えている。いわゆる4人に1人

が高齢者という現状がある。今受け取っている方、これから受け取る方、今納めている方等の対立軸にも

なっている。若い世代からすれば67歳からの支給であるし、20代から考えると将来受給できるかどうかも

解りにくい。色んな問題を含んでいるため国が責任をもって抜本改革というのは賛同できるが、だからこ

そキチンと手を打っておかないといけない。物価スライドという事もあるので、次に景気が上がった時に

支給額を上げるための理由付けができなくなってしまう。従って本陳情は、採択すべきではない。」との意

見がありました。

以上のような討論があり、賛成少数で不採択となりました。

不採択!

　この路線は旧玉城村時代からの懸案事項であった前川と堀川方面をつなぐ路線です。当初市道整

備計画で予定していた路線を変更して、建設予定の最終処分場への進入路として活用できる法線を

計画しています。国や県の補助を導入するために予め起点と終点を決め申請を行なうための認定で

す。法線の変更調整は今後検討されます。

新たに7路線を市道認定！

路線名：前川當山線

起　点：南城市玉城前川１０９２番　　　　終　点：南城市玉城字當山４１５

　次の５路線は都市計画法に基づいて民間会社が開発許可を受け整備した宅地内（スマートタウン）

の新設道路です。道路構造も認定基準要件に問題はなく、同法36条に規定されているとおり、管理者

が南城市となるための認定です。

　大里城跡公園の供用開始後、交通量の増加に対応するための市道整備で、公園入口から旧西原公民

館付近までを、現状の幅員から約２メートル拡張し、片側歩道と側溝を整備するための市道認定です。

路線名：大城城跡連絡線

起　点：南城市大里字大里６２８番１　　　終　点：南城市大里字大里５７７番

路線名：スマートタウン古堅１号線

起　点：南城市大里字古堅９２７番９

終　点：南城市大里字古堅１２８２番１

路線名：スマートタウン古堅２号線

起　点：南城市大里字古堅１２９０番

終　点：南城市大里字古堅１２９０番１

路線名：スマートタウン古堅４号線　

起　点：南城市大里字古堅１２８７番１

終　点：南城市大里字古堅１２８７番１

路線名：スマートタウン古堅５号線　

起　点：南城市大里字古堅１２８２番１

終　点：南城市大里字古堅１２８２番１

路線名：スマートタウン古堅３号線　

起　点：南城市大里字古堅１２８９番１

終　点：南城市大里字古堅１２９１番１

提出者　全日本年金者組合沖縄県本部 執行委員長　吉田　務

議 案 ピ ッ ク ア ッ プ 議 案 ピ ッ ク ア ッ プ
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議
案
第
４２
号

南
城
市
立
小
・
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
機
器
等
導
入

に
つ
い
て

市
内
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
等
を
更
新
！

　合
併
当
初
、
市
内
の
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
等
は
、
導
入
後
８
年
を
経
過
し

て
い
た
た
め
、
導
入
計
画
を
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
知
念
・

佐
敷
地
区
の
学
校
を
対
象
に
合
併
特
例
債
で
先
行
し
て
更
新
し
ま
し
た
。
現
時
点
で

他
の
地
区
で
は
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
機
器
も
あ
り
、
今
年
度
は
一
括
交
付
金
を

活
用
し
て
全
学
校
を
対
象
に
更
新
を
行
な
う
た
め
の
、
購
入
契
約
の
議

案
で
す
。
現
計
画
で
は
５
〜
６
年
で
更
新
の
予
定
で
す
が
、
委
員
会
審

議
で
は
更
新
期
間
の
妥
当
性
を
し
っ
か
り
議
論
し
検
討
す
る
べ
き
だ
と

の
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
本
会
議
で
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

南城市型の「子ども・子育て施策」の策定へ！

「年金2.5％の削減中止を求める意見書」採択に関する陳情陳情第３号

南城市子ども・子育て会議条例に
 ついて 

議案第41号 市道の認定について議案第37号

市道の認定について議案第38号

市道の認定について議案第39号

　国の「子ども・子育て支援法」の制定に伴い、南城市が実

施する児童福祉法およびその他の子どもに関する法律に

よる施策について調査審議する機関を設置するための提

案です。

　国の支援法は、消費税増税を前提としていて、待機児童

の解消については、横浜方式や民間業者の参入なども視野

に入れているので今回の条例提案については、反対との討

論がありました。

　一方で、南城市の待機児童の数は、厳しさを増しており、

しっかりとした受け皿を作って行かなくてはならない。社

会の変化もあり株式会社の参入、財源をどうするかなど気

になる点も多いが、それらの問題を議論するのが本条例で

設置される会議である。南城市のニーズにあった子育てを

実行して行きたいとのこと

なので、制定し早めの取組み

をしてもらいたい。との賛成

討論があり、賛成多数で可決

されました。

　本陳情は、今年10月より実施予定の年金2.5％（1、2年目は1％、3年目は0.5％）削減の中止を求める意見

書を採択し国に意見書を提出してほしいという内容です。

　賛成討論として、「生活が苦しい中2.5％を３年間に分けて削減されるのは非常に痛い。臨時雇用が多い

ため息子、娘たちのために、自分たちの年金から援助している方々も多いと聞いている。若い人たちの年

金加入率も改善させていかなくてはならない。それらの問題に対しては、国が責任をもって抜本的に解決

すべきである。採択をして意見書を送付した方がよい」との意見がありました。

　反対討論として「年金問題は、少子高齢化の流れの中で制度上の問題も抱えている。いわゆる4人に1人

が高齢者という現状がある。今受け取っている方、これから受け取る方、今納めている方等の対立軸にも

なっている。若い世代からすれば67歳からの支給であるし、20代から考えると将来受給できるかどうかも

解りにくい。色んな問題を含んでいるため国が責任をもって抜本改革というのは賛同できるが、だからこ

そキチンと手を打っておかないといけない。物価スライドという事もあるので、次に景気が上がった時に

支給額を上げるための理由付けができなくなってしまう。従って本陳情は、採択すべきではない。」との意

見がありました。

以上のような討論があり、賛成少数で不採択となりました。

不採択!

　この路線は旧玉城村時代からの懸案事項であった前川と堀川方面をつなぐ路線です。当初市道整

備計画で予定していた路線を変更して、建設予定の最終処分場への進入路として活用できる法線を

計画しています。国や県の補助を導入するために予め起点と終点を決め申請を行なうための認定で

す。法線の変更調整は今後検討されます。

新たに7路線を市道認定！

路線名：前川當山線

起　点：南城市玉城前川１０９２番　　　　終　点：南城市玉城字當山４１５

　次の５路線は都市計画法に基づいて民間会社が開発許可を受け整備した宅地内（スマートタウン）

の新設道路です。道路構造も認定基準要件に問題はなく、同法36条に規定されているとおり、管理者

が南城市となるための認定です。

　大里城跡公園の供用開始後、交通量の増加に対応するための市道整備で、公園入口から旧西原公民

館付近までを、現状の幅員から約２メートル拡張し、片側歩道と側溝を整備するための市道認定です。

路線名：大城城跡連絡線

起　点：南城市大里字大里６２８番１　　　終　点：南城市大里字大里５７７番

路線名：スマートタウン古堅１号線

起　点：南城市大里字古堅９２７番９

終　点：南城市大里字古堅１２８２番１

路線名：スマートタウン古堅２号線

起　点：南城市大里字古堅１２９０番

終　点：南城市大里字古堅１２９０番１

路線名：スマートタウン古堅４号線　

起　点：南城市大里字古堅１２８７番１

終　点：南城市大里字古堅１２８７番１

路線名：スマートタウン古堅５号線　

起　点：南城市大里字古堅１２８２番１

終　点：南城市大里字古堅１２８２番１

路線名：スマートタウン古堅３号線　

起　点：南城市大里字古堅１２８９番１

終　点：南城市大里字古堅１２９１番１

提出者　全日本年金者組合沖縄県本部 執行委員長　吉田　務
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科　　　目 平成 24 年度 構成比（%）

1 市　　　　　　　　税 27億9,613万73円 14.2
2 地　 方 　譲 　与　税 1億2,892万1,177円 0.7
3 利   子   割  交  付  金 1,366万6,000円 0.1
4 配  当   割  交   付  金 215万8,000円 0.0
5 株式等譲渡所得割交付

金 56万7,000円 0.0

6 地 方 消 費 税 交 付 金 2億3,918万1,000円 1.2
7 ゴルフ場利用税交付金 6,543万5,132円 0.3
8 自動車取得税交付金 2,660万1,000円 0.1
9 国有提供施設等所在市

助成交付金 1,349万9,000円 0.1

10 地 方 特 例 交 付 金 1,128万3,000円 0.1
11 地   方   交   付   税 74億9,357万円 38.0
12 交通安全対策特別交

付金 352万6,000円 0.0

13 分担金及び負担金 2億1,804万3,640円 1.1
14 使用料及び手数料 2億5,539万7,254円 1.3
15 国　庫　支　出　金 25億22万1,602円 12.7
16 県 　 支 　 出 　 金 19億9,602万2,924円 10.1
17 財 　 産 　 収 　 入 5,677万1,758円 0.3
18 寄　　　附　　　金 769万2,000円 0.0
19 繰　　　入　　　金 7億728万3,480円 3.6
20 繰　　　越　　　金 11億8,553万7,529円 6.0
21 諸　　　収　　　入 5億242万7,971円 2.6
22 市　　　　　　　 債 14億8,750万円 7.5
　 合　　　　　　　 計 197億1,143万5,540円 100.0

科　　目 平成 24 年度 構成比（%）

1 議会費 1億9,018万9,964円 1.0

2 総務費 20億4,471万1,641円 11.0

3 民生費 67億3,900万4,613円 36.3

4 衛生費 9億1,355万8,800円 4.9

5 労働費 811万1,000円 0.0

6 農 林 水 産 業 費 8億186万1,372円 4.3

7 商工費 2億9,530万4,630円 1.6

8 土木費 11億4,732万3,066円 6.2

9 消防費 5億2,595万円 2.8

1 0 教 育 費 20億2,837万2,436円 10.9

11 災害復旧費 1,840万9,755円 0.1

12 公債費 21億4,097万190円 11.5

13 諸支出金 17億3,180万9,971円 9.4

14 予備費 0 0.0

合 計 185億8,557万7,438円 100.0

一般会計（歳入）　　　　　　　　　　　　　　（単位 ： 円）
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一般会計（歳出）　　　　　　　　　　　　（単位 ： 円）



平成24年度

決　算 認 

定 264264億億 万万 円円3,7583,758 3,1803,180
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水道事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　単位 ： 円　）

収　　　入 支　　　出

水道事業会計
収益的収入及び支出 9 億 5,192 万 84 円 9 億 1,450 万 8,174 円

資本的収入及び支出 241 万 9,000 円 1 億 3,253 万 8,182 円

財政指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　単位 ： ％　）

区 　 　 　 分 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 対前年度比較

財 政 力 指 数 0.35 0.34 0.34 0.00

経 常 収 支 比 率 75.6 80.0 80.8 0.8

公 債 費 比 率 7.5 7.1 7.5 0.4

実 質 収 支 比 率 7.1 10.3 9.0 △ 1.3

各会計の収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　単位 ： 円　）

区　　　分 歳入総額 歳出総額 形式収支額

一　般　会　計 197 億 1,143 万 5,540 円 185 億 8,557 万 7,438 円 11 億 2,585 万 8,102 円

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 59 億 9,667 万 4,034 円 62 億 712 万 4,813 円 △ 2 億 1,045 万 779 円

後期高齢者医療特別会計 3 億 900 万 4,661 円 3 億 39 万 5,815 円 860 万 8,846 円

下水道事業特別会計 13 億 8,115 万 108 円 13 億 4,448 万 5,114 円 3,666 万 4,994 円

合　　　計 264 億 3,758 万 3,180 円

①　 財 政 力 指 数　

②　 経 常 収 支 比 率　

③　 公 債 費 比 率　

④　 実 質 収 支 比 率　

地方公共団体の財政上の能力を示すもので、数値は当年度を含む３カ年度の単純平
均値である。この指数が高ければ高いほど財源に余裕があるとされ、1 を超える団
体は交付税算定上の収入超過団 体であり、普通交付税は交付されない。

財政構造の硬直度や弾力性を示すもので、この比率が低いほど経常余剰財源が大き
く、財政構造に弾力性があるとされている。通常、70 ～ 80％に分布するのが標準
的とされている。

公債費の一般財源に占める割合を示すもので、この比率が高いほど財政硬直化の
一因となるものとされている。通常、財政構造の健全性をおびやかさ ない程度は
10％程度で、これを超えない方が望ましいといわれている。

地方公共団体の標準的な一般財源の財政規模（標準財政規模）に対する割合で、3
～ 5％程度が望ましいとされている。



■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　平
成
24
年
度
（
10
月
、
２
月
分
）
、
児

童
手
当
差
引
申
出
受
理
数
は
、
2
0
5

件
を
戸
別
訪
問
し
て
46
件
受
理
、
納
付

額
金
4
6
0
万
８
千
円
。
平
成
25
年
度

４
月
か
ら
８
月
末
日
ま
で
に
4
3
2
件

訪
問
し
て
66
件
申
出
書
を
受
理
。
納
付

率
向
上
の
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
未
納

件
数
の
合
計
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
の

合
計
が
1
1
8
9
件
。
平
成
24
年
度
決

算
で
2
5
3
件
が
新
た
に
未
納
と
な
る
。

今
後
も
引
続
き
戸
別
訪
問
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
人
数
で
の
対
応

で
は
課
題
が
あ
る
。
今
後
は
、
戸
別
訪
問

指
導
を
強
化
す
る
た
め
徴
収
指
導
員
を

増
や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　い
じ
め
と
犯
罪
の
防
止
に
つ
い
て
は
、

道
徳
教
育
の
時
間
で
副
読
本
等
を
活
用

し
道
徳
的
実
践
力
の
育
成
に
取
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
各
学
校
で
は
人
権
擁
護

委
員
を
活
用
し
て
の
講
演
会
や
授
業
の

実
施
、
警
察
な
ど
専
門
家
に
よ
る
犯
罪

防
止
に
関
す
る
講
演
会
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
県
教
育
委
員
会
で
は
「
沖
縄

県
い
じ
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

し
、
先
進
的
事
例
等
の
研
修
会
を
実
施
。

本
市
で
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
生
徒

指
導
・
教
育
相
談
担
当
者
連
絡
会
等
で
、

情
報
提
供
と
校
内
研
修
会
等
を
通
し
て

周
知
に
努
め
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と

し
て
、
い
じ
め
防
止
及
び
早
期
発
見
の

た
め
の
体
制
作
り
と
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

A Q
新
た
な
学
校
給
食
費
未
納
対
策
は

児
童
手
当
か
ら
支
払
い
充
当

申
し
出

　学
校
給
食
費
未
納
対
策
と
し
て
、

新
し
く
平
成
24
年
10
月
か
ら
実
施
の
、

「
児
童
手
当
か
ら
学
校
給
食
費
等
の

支
払
い
に
当
て
る
」
旨
の
申
出
書
を

受
理
し
た
件
数
、
成
果
と
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

　い
じ
め
と
犯
罪
の
防
止
に
は
、
専

門
家
の
活
用
と
情
報
提
供
が
重
要
で

あ
る
。
市
の
取
組
み
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

A Q
い
じ
め
と
犯
罪
の
防
止
策
は

専
門
家
の
活
用
と
情
報
提
供

を
図
る

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　国
道
３
３
１
号
及
び
県
道
77
号
線
、

48
号
線
沿
い
の
市
内
幹
線
環
状
道
路
沿

い
は
、
都
市
的
土
地
利
用
を
展
開
す
る

地
域
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
特

に
稲
嶺
交
差
点
付
近
の
大
里
沿
道
地
区

は
、
市
の
都
市
活
動
を
牽
引
し
て
い
く

地
域
で
あ
り
、
「
近
隣
商
業
地
域
」
の

指
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

A
「
近
隣
商
業
地
域
」
の
指
定
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
商
業
振
興
地
域
の
設
定
に
つ

い
て

　市
の
商
工
業
の
振
興
は
、
行
政
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
。
商
工
会
も
含
め
て
、

商
工
業
者
の
育
成
振
興
策
を
お
伺
い
し

た
い
。

　商
業
振
興
は
、
農
業
振
興
、
観
光
振

興
と
並
ん
で
、
市
の
産
業
振
興
の
根
幹

で
あ
る
。
一
部
の
地
域
を
商
業
振
興
地

域
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

Q
市
内
商
工
業
者
の
育
成
に
つ

い
て

　沖
縄
市
等
で
は
、
経
済
産
業
省
の
事

業
を
活
用
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
南
城
市
で
同
事

業
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A
旧
市
街
地
の
振
興
等
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　商
工
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
地
元

産
品
の
優
先
使
用
等
商
工
会
運
営
全
般

に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
公
募
型
全
国
展
開
事
業
の
取
り
組

み
に
際
し
、
市
の
担
当
職
員
も
検
討
に

参
加
す
る
な
ど
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　大
里
地
域
で
の
企
業
誘
致
に
は
、
流

域
下
水
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
。

旧
市
街
地
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
、

商
業
地
域
の
整
備
箇
所
等
に
つ
い
て
今

後
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

A
地
元
産
品
の
優
先
使
用
等
商
工
会

運
営
全
般
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

活
用
に
つ
い
て

島袋　賢栄

　バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
業
者
は
、
不

特
定
の
未
登
録
バ
イ
ク
を
移
動
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
試
乗
用
ナ
ン
バ
ー
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
浦
添
市
で
は
何
十
年

も
前
に
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
た
が
、

周
知
さ
れ
ず
活
か
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

課
題
等
も
あ
る
と
思
う
が
、
導
入
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

■
総
務
部
長

　山
城

　馨

　導
入
に
関
し
て
は
税
条
例
の
改
正
も

必
要
。公
益
性
、費
用
対
効
果
な
ど
慎
重

な
検
討
が
必
要
。関
係
団
体
か
ら
強
い

要
請
が
あ
れ
ば
庁
内
で
も
議
論
し
た
い
。

A
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

Q
試
乗
用
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
導
入
を

　全
国
で
特
徴
あ
る
図
書
館
や
本
屋
が

誕
生
し
て
い
る
。
図
書
館
の
新
し
い
活

用
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
将

来
の
図
書
館
像
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
は
専
門
的
な
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
い
る
図
書
館
が
人
気
を
集
め
る

と
思
う
が
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　本
市
の
図
書
館
運
営
も
特
色
あ
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
議
員
が
言
う
よ
う

な
ニ
ー
ズ
は
市
民
か
ら
要
望
が
ま
だ
な
い
。

将
来
を
見
据
え
た
図
書
館
の
在
り
方
と

い
う
も
の
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

A
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
追
求

し
て
い
き
た
い

Q
将
来
の
図
書
館
像
は

　観
光
に
関
し
て
以
前
か
ら
歩
く
と
い

う
事
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
ま
し
た
。
県

内
外
の
方
々
が
初
め
て
東
御
廻
り
を
歩

い
て
巡
礼
し
た
際
に
、
斎
場
御
嶽
以
外

に
も
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
所
が
あ
る
の

か
と
感
動
し
ま
す
。
歩
け
ば
40
キ
ロ
以

上
は
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
子
ど
も
た

ち
に
も
数
日
か
け
て
歩
い
て
ほ
し
い
が
、

ま
ず
は
社
会
見
学
等
で
一
日
時
間
を
か

け
て
14
か
所
を
巡
礼
す
る
の
も
独
自
の

教
育
だ
と
思
う
が
。

■
教
育
長

　高
嶺
朝
勇

　歴
史
を
学
び
、
地
域
の
発
見
を
し
な

が
ら
歩
く
と
い
う
事
は
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
非
常
に
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
東

御
廻
り
の
コ
ー
ス
を
す
べ
て
回
っ
た
と
い

う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
各
学

校
に
提
案
し
実
現
で
き
る
よ
う
に
お
勧

め
し
た
い
。

A
教
科
を
超
え
て
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
非
常
に
良
い

Q
東
御
廻
り
を
教
育
の
場
で
活
か
せ

大城　竜男

　熱
中
症
対
策
、
学
習
環
境
を
保
障
す

る
た
め
に
早
期
の
設
置
を
。

　全
児
童
、
生
徒
が
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
で
公
平
な
学
校
生
活
を
望
む
の
は
保

護
者
の
願
い
。
馬
天
小
、
大
里
北
小
学
校

の
と
り
く
み
状
況
を
伺
う
。

A
平
成
30
年
度
（
大
里
北
小
学
改
築
完

了
）
ま
で
に
全
て
の
学
校
に
設
置

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　

　本
市
の
普
通
教
室
の
設
置
状
況
は
、

平
成
25
年
7
月
現
在
小
学
校
78
%
、
中

学
校
20
%
、
幼
稚
園
33
%

　今
後
の
計

画
は
、
知
念
幼
稚
園
が
本
年
度
で
設
置

さ
れ
る
。
佐
敷
、
大
里
北
、
大
里
南
幼

稚
園
は
来
年
以
降
に
計
画
。
小
学
校
は

平
成
30
年
度
ま
で
に

設
置
の
計
画
。
馬
天

小
に
つ
い
て
は
体
育

館
を
早
く
改
築
し
て
、

平
成
27
年
に
取
り
付

け
し
た
い
。
大
里
北

小
は
平
成
30
年
改
築

移
転
も
含
め
て
考
え

て
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

(1)
腐
食
が
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

南
部
国
道
事
務
所
は
、
被
害
の
可

能
性
が
あ
る
箇
所
は
応
急
措
置
を

行
っ
て
い
く
方
針
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

(2)
市
道
の
整
備
の
完
了
、
馬
天
シ
ー
タ

ウ
ン
開
発
に
伴
い
、
交
通
量
が
増

加
し
て
お
り
、
国
道
へ
の
進
入
が

困
難
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
地
域

か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
て
、
沖
縄

県
警
察
本
部
に
早
急
に
要
請
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

(3)
白
線
や
停
止
線
は
交
通
安
全
の
確
保

を
す
る
上
か
ら
も
重
要
な
標
示
で

あ
り
ま
す
。
現
場
調
査
を
実
施
し

早
急
に
与
那
原
署
へ
要
請
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

A
関
係
機
関
に
早
急
に
要
請
し

対
策
に
あ
た
る

市
内
全
学
校
、
全
教
室
へ
ク

ー
ラ
ー
設
置
を

Q

　学
校
、
主
要
交
差
点
等
歩
行
者
優
先

の
安
全
対
策
を
求
め
る
。

(1)
佐
敷
小
学
校
前
の
横
断
橋
の
安
全
対

策
を

(2)
津
波
古
国
道
3
3
1
号
、
ガ
ス
ト
近

く
の
交
差
点
へ
信
号
機
の
設
置
を
求

め
る
。

(3)
市
内
学
校
、
公
共
施
設
の
横
断
歩
道

の
白
線
停
止
線
が
消
え
て
い
ま
す
。

早
期
の
対
策
を

Q
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

松田　兼弘
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■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　平
成
24
年
度
（
10
月
、
２
月
分
）
、
児

童
手
当
差
引
申
出
受
理
数
は
、
2
0
5

件
を
戸
別
訪
問
し
て
46
件
受
理
、
納
付

額
金
4
6
0
万
８
千
円
。
平
成
25
年
度

４
月
か
ら
８
月
末
日
ま
で
に
4
3
2
件

訪
問
し
て
66
件
申
出
書
を
受
理
。
納
付

率
向
上
の
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
未
納

件
数
の
合
計
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
の

合
計
が
1
1
8
9
件
。
平
成
24
年
度
決

算
で
2
5
3
件
が
新
た
に
未
納
と
な
る
。

今
後
も
引
続
き
戸
別
訪
問
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
人
数
で
の
対
応

で
は
課
題
が
あ
る
。
今
後
は
、
戸
別
訪
問

指
導
を
強
化
す
る
た
め
徴
収
指
導
員
を

増
や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　い
じ
め
と
犯
罪
の
防
止
に
つ
い
て
は
、

道
徳
教
育
の
時
間
で
副
読
本
等
を
活
用

し
道
徳
的
実
践
力
の
育
成
に
取
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
各
学
校
で
は
人
権
擁
護

委
員
を
活
用
し
て
の
講
演
会
や
授
業
の

実
施
、
警
察
な
ど
専
門
家
に
よ
る
犯
罪

防
止
に
関
す
る
講
演
会
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
県
教
育
委
員
会
で
は
「
沖
縄

県
い
じ
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

し
、
先
進
的
事
例
等
の
研
修
会
を
実
施
。

本
市
で
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
生
徒

指
導
・
教
育
相
談
担
当
者
連
絡
会
等
で
、

情
報
提
供
と
校
内
研
修
会
等
を
通
し
て

周
知
に
努
め
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と

し
て
、
い
じ
め
防
止
及
び
早
期
発
見
の

た
め
の
体
制
作
り
と
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

A Q
新
た
な
学
校
給
食
費
未
納
対
策
は

児
童
手
当
か
ら
支
払
い
充
当

申
し
出

　学
校
給
食
費
未
納
対
策
と
し
て
、

新
し
く
平
成
24
年
10
月
か
ら
実
施
の
、

「
児
童
手
当
か
ら
学
校
給
食
費
等
の

支
払
い
に
当
て
る
」
旨
の
申
出
書
を

受
理
し
た
件
数
、
成
果
と
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

　い
じ
め
と
犯
罪
の
防
止
に
は
、
専

門
家
の
活
用
と
情
報
提
供
が
重
要
で

あ
る
。
市
の
取
組
み
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

A Q
い
じ
め
と
犯
罪
の
防
止
策
は

専
門
家
の
活
用
と
情
報
提
供

を
図
る

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　国
道
３
３
１
号
及
び
県
道
77
号
線
、

48
号
線
沿
い
の
市
内
幹
線
環
状
道
路
沿

い
は
、
都
市
的
土
地
利
用
を
展
開
す
る

地
域
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
特

に
稲
嶺
交
差
点
付
近
の
大
里
沿
道
地
区

は
、
市
の
都
市
活
動
を
牽
引
し
て
い
く

地
域
で
あ
り
、
「
近
隣
商
業
地
域
」
の

指
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

A
「
近
隣
商
業
地
域
」
の
指
定
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
商
業
振
興
地
域
の
設
定
に
つ

い
て

　市
の
商
工
業
の
振
興
は
、
行
政
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
。
商
工
会
も
含
め
て
、

商
工
業
者
の
育
成
振
興
策
を
お
伺
い
し

た
い
。

　商
業
振
興
は
、
農
業
振
興
、
観
光
振

興
と
並
ん
で
、
市
の
産
業
振
興
の
根
幹

で
あ
る
。
一
部
の
地
域
を
商
業
振
興
地

域
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

Q
市
内
商
工
業
者
の
育
成
に
つ

い
て

　沖
縄
市
等
で
は
、
経
済
産
業
省
の
事

業
を
活
用
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
南
城
市
で
同
事

業
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A
旧
市
街
地
の
振
興
等
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　商
工
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
地
元

産
品
の
優
先
使
用
等
商
工
会
運
営
全
般

に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
公
募
型
全
国
展
開
事
業
の
取
り
組

み
に
際
し
、
市
の
担
当
職
員
も
検
討
に

参
加
す
る
な
ど
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　大
里
地
域
で
の
企
業
誘
致
に
は
、
流

域
下
水
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
。

旧
市
街
地
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
、

商
業
地
域
の
整
備
箇
所
等
に
つ
い
て
今

後
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

A
地
元
産
品
の
優
先
使
用
等
商
工
会

運
営
全
般
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

活
用
に
つ
い
て

島袋　賢栄

　バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
業
者
は
、
不

特
定
の
未
登
録
バ
イ
ク
を
移
動
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
試
乗
用
ナ
ン
バ
ー
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
浦
添
市
で
は
何
十
年

も
前
に
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
た
が
、

周
知
さ
れ
ず
活
か
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

課
題
等
も
あ
る
と
思
う
が
、
導
入
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

■
総
務
部
長

　山
城

　馨

　導
入
に
関
し
て
は
税
条
例
の
改
正
も

必
要
。公
益
性
、費
用
対
効
果
な
ど
慎
重

な
検
討
が
必
要
。関
係
団
体
か
ら
強
い

要
請
が
あ
れ
ば
庁
内
で
も
議
論
し
た
い
。

A
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

Q
試
乗
用
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
導
入
を

　全
国
で
特
徴
あ
る
図
書
館
や
本
屋
が

誕
生
し
て
い
る
。
図
書
館
の
新
し
い
活

用
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
将

来
の
図
書
館
像
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
は
専
門
的
な
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
い
る
図
書
館
が
人
気
を
集
め
る

と
思
う
が
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　本
市
の
図
書
館
運
営
も
特
色
あ
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
議
員
が
言
う
よ
う

な
ニ
ー
ズ
は
市
民
か
ら
要
望
が
ま
だ
な
い
。

将
来
を
見
据
え
た
図
書
館
の
在
り
方
と

い
う
も
の
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

A
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
追
求

し
て
い
き
た
い

Q
将
来
の
図
書
館
像
は

　観
光
に
関
し
て
以
前
か
ら
歩
く
と
い

う
事
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
ま
し
た
。
県

内
外
の
方
々
が
初
め
て
東
御
廻
り
を
歩

い
て
巡
礼
し
た
際
に
、
斎
場
御
嶽
以
外

に
も
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
所
が
あ
る
の

か
と
感
動
し
ま
す
。
歩
け
ば
40
キ
ロ
以

上
は
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
子
ど
も
た

ち
に
も
数
日
か
け
て
歩
い
て
ほ
し
い
が
、

ま
ず
は
社
会
見
学
等
で
一
日
時
間
を
か

け
て
14
か
所
を
巡
礼
す
る
の
も
独
自
の

教
育
だ
と
思
う
が
。

■
教
育
長

　高
嶺
朝
勇

　歴
史
を
学
び
、
地
域
の
発
見
を
し
な

が
ら
歩
く
と
い
う
事
は
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
非
常
に
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
東

御
廻
り
の
コ
ー
ス
を
す
べ
て
回
っ
た
と
い

う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
各
学

校
に
提
案
し
実
現
で
き
る
よ
う
に
お
勧

め
し
た
い
。

A
教
科
を
超
え
て
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
非
常
に
良
い

Q
東
御
廻
り
を
教
育
の
場
で
活
か
せ

大城　竜男

　熱
中
症
対
策
、
学
習
環
境
を
保
障
す

る
た
め
に
早
期
の
設
置
を
。

　全
児
童
、
生
徒
が
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
で
公
平
な
学
校
生
活
を
望
む
の
は
保

護
者
の
願
い
。
馬
天
小
、
大
里
北
小
学
校

の
と
り
く
み
状
況
を
伺
う
。

A
平
成
30
年
度
（
大
里
北
小
学
改
築
完

了
）
ま
で
に
全
て
の
学
校
に
設
置

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　

　本
市
の
普
通
教
室
の
設
置
状
況
は
、

平
成
25
年
7
月
現
在
小
学
校
78
%
、
中

学
校
20
%
、
幼
稚
園
33
%

　今
後
の
計

画
は
、
知
念
幼
稚
園
が
本
年
度
で
設
置

さ
れ
る
。
佐
敷
、
大
里
北
、
大
里
南
幼

稚
園
は
来
年
以
降
に
計
画
。
小
学
校
は

平
成
30
年
度
ま
で
に

設
置
の
計
画
。
馬
天

小
に
つ
い
て
は
体
育

館
を
早
く
改
築
し
て
、

平
成
27
年
に
取
り
付

け
し
た
い
。
大
里
北

小
は
平
成
30
年
改
築

移
転
も
含
め
て
考
え

て
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

(1)
腐
食
が
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

南
部
国
道
事
務
所
は
、
被
害
の
可

能
性
が
あ
る
箇
所
は
応
急
措
置
を

行
っ
て
い
く
方
針
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

(2)
市
道
の
整
備
の
完
了
、
馬
天
シ
ー
タ

ウ
ン
開
発
に
伴
い
、
交
通
量
が
増

加
し
て
お
り
、
国
道
へ
の
進
入
が

困
難
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
地
域

か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
て
、
沖
縄

県
警
察
本
部
に
早
急
に
要
請
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

(3)
白
線
や
停
止
線
は
交
通
安
全
の
確
保

を
す
る
上
か
ら
も
重
要
な
標
示
で

あ
り
ま
す
。
現
場
調
査
を
実
施
し

早
急
に
与
那
原
署
へ
要
請
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

A
関
係
機
関
に
早
急
に
要
請
し

対
策
に
あ
た
る

市
内
全
学
校
、
全
教
室
へ
ク

ー
ラ
ー
設
置
を

Q

　学
校
、
主
要
交
差
点
等
歩
行
者
優
先

の
安
全
対
策
を
求
め
る
。

(1)
佐
敷
小
学
校
前
の
横
断
橋
の
安
全
対

策
を

(2)
津
波
古
国
道
3
3
1
号
、
ガ
ス
ト
近

く
の
交
差
点
へ
信
号
機
の
設
置
を
求

め
る
。

(3)
市
内
学
校
、
公
共
施
設
の
横
断
歩
道

の
白
線
停
止
線
が
消
え
て
い
ま
す
。

早
期
の
対
策
を

Q
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

松田　兼弘

10Nanjo  City  Gikai  Dayori11 Nanjo  City  Gikai  Dayori

AQ ＆一般質問AQ ＆一般質問 平成25年9月定例会号平成25年9月定例会号



　国
道
3
3
1
号
中
山
改
良
工
事
が
進

行
中
で
す
が
、
自
動
車
の
走
行
時
の
安

全
性
向
上
、
そ
し
て
日
常
生
活
の
安
全

性
を
高
め
る
た
め
に

も
早
期
の
整
備
、
供

用
が
望
ま
れ
る
。
次

の
こ
と
を
伺
う
。

①
中
山
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
完
成
時
期
は
。

②
道
路
の
供
用
開
始

は
い
つ
ご
ろ
か
。

　南
城
市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立

に
向
け
た
支
援
策
や
様
々
な
支
援
事
業

の
周
知
方
法
や
今
後
の
自
立
、
支
援
の

方
向
性
を
つ
く
る
為
に
、
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
す
る
自
立
支
援
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
所
見
を

伺
い
ま
す
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
・
自
立
に
向

け
た
支
援
策
を
各
機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
市
の
H
P
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
に
て
事
業
の
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
状

況
、
課
題
を
把
握
・
整
理
し
た
う
え
で

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
個
々

の
ひ
と
り
親
家
庭
に
適
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
く
事
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
計

画
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
出
来
て
い
ま
せ

ん
が
南
城
市
が
行
え
る
様
々
な
支
援
を

組
み
入
れ
て
自
立
支
援
計
画
等
の
策
定

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

A
ひ
と
り
親
家
庭
に
適
し
た
支

援
を
行
う

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
強
化

に
つ
い
て

Q

　南
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
各
メ
デ
ィ
ア
で
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
が
今
後
さ
ら
に
南
城
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
若
者

を
対
象
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
や
人
材
育
成
、
各
種
団
体
の
青
年
部

を
取
り
ま
と
め
た
組
織
も
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

A
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
い
て

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

市
民
主
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
や
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
市
民
大
学
を
開
設
し
て
お
り

今
年
度
か
ら
「
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
修
会
」
と
し
て
各
種
団
体
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
的
な
若
者
を

中
心
に
行
い
、
各
組
織
の
若
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。
市
が
目
指

す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
為

に
若
者
の
社
会
力
向
上
や
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
の
発
掘
と
養
成
を
行
っ
て
い
き
新

た
な
施
策
の
必
要
性
に
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

Q
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
り

ま
す

前里　輝明

　合
併
し
て
8
年
、
本
市
の
行
財
政
改
革

は
人
件
費
の
削
減
、
庁
舎
の
統
廃
合
、
保

育
所
の
民
営
化
等
で
成
果
を
上
げ
て
お

り
、
高
く
評
価
す
る
。

　し
か
し
、
借
金
の
返
済
に
充
て
る
公
債

費
、
健
康
保
険
や
下
水
道
等
他
会
計
へ
の

繰
り
出
し
金
、
福
祉
を
支
え
る
扶
助
費
は

合
併
後
大
幅
に
増
と
な
っ
て
お
り
、
市
の

抱
え
る
借
金
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。

　ま
た
、
40
〜
50
億
円
と
言
わ
れ
る
新
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
も
、
財
政
運
営
に
大
き

な
影
響
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
最

終
決
断
の
際
に
は
、
市
民
や
議
会
へ
の
丁

寧
な
説
明
と
情
報
提
供
を
前
提
に
慎
重

に
判
断
し
て
頂
き
た
い
。

■
市
長

　古
謝
景
春

起
債
（
借
金
）
は
増
加
し
た
が
、
基

金
（
貯
金
）
は
そ
れ
以
上
に
増
や
し
た
。

今
後
、
学
校
建
設
や
道
路
整
備
等
に
新

A
市
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る

財
政
課
題
多
し
、
新
庁
舎
建

設
の
決
断
は
慎
重
に

Q

6
月
以
降
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
無
く
、

干
ば
つ
対
策
に
関
係
者
が
苦
慮
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産

に
お
い
て
は
、
2
年
連
続
の
台
風
被
害
の

後
の
深
刻
な
干
ば
つ
で
あ
り
、
1
0
0
0

名
以
上
の
生
産
者
を
有
す
る
本
市
に
お
い

て
そ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

以
前
の
干
ば
つ
と
違
い
、
現
在
水
は

あ
る
が
潅
水
す
る
手
段
が
無
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

消
防
車
の
活
用
や
、
宮
古
島
で
行
わ

れ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
連
携
等
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

7
月
よ
り
部
内
や
関
係
者
で
対
応
を

議
論
し
て
き
た
が
、
ポ
ン
プ
や
タ
ン
ク

等
機
材
確
保
が
出
来
ず
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。

今
後
の
仕
組
み
作
り
を
検
討
し
た
い
。

A
今
後
に
向
け
検
討

干
ば
つ
対
策
、
災
害
的
対
応

が
必
要

Q

大城　憲幸

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

①
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
本
体
は
ほ
ぼ
完
成
。

百
名
側
及
び
富
里
側
の
道
路
改
良
に

つ
い
て
は
、
工
事
発
注
済
み
。

②
工
事
完
了
に
合
わ
せ
て
平
成
26
年
度

末
を
予
定
。

A
平
成
26
年
度
末
供
用
開
始
予
定

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　市
内
で
開
業
し
て
い
る
医
療
機
関

と
調
整
中
。
増
築
や
地
主
と
の
調
整
が

順
調
に
い
け
ば
、
平
成
26
年
度
当
初
か

ら
病
児
・
病
後
児
保
育
が
開
始
で
き
る

予
定
。

A
26
年
度
か
ら
開
始
で
き
る
様

調
整
中

Q
中
山
改
良
工
事
に
つ
い
て

　昨
年
12
月
の
定
例
会
で
病
児
・
病
後

児
保
育
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
検
討
す

る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
そ
の
後
の
医
療

機
関
と
の
話
し
合
い
の
進
捗
状
況
と

　

今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

Q
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　今
年
は
全
国
的
に
猛
暑
で
あ
っ
た
。

県
内
で
も
同
様
で
、
海
水
温
度
の
上
昇

に
伴
い
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
が
危
惧
さ

れ
る
。
サ
ン
ゴ
が
白
化
す
れ
ば
、
観
光

産
業
や
水
産
業
に
お
け
る
ダ
メ
ー
ジ
は

大
き
い
。

次
の
こ
と
を
伺
う
。

①
市
周
辺
海
域
の
サ
ン
ゴ
の
白
化
調
査

は
可
能
か
。

②
サ
ン
ゴ
礁
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
検
討
で
き
な
い
か
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　

①
環
境
省
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
周

辺
海
域
四
ケ
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

24
年
度
の
報
告
に
よ
る
と
白
化
の
報

告
は
な
い
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　

②
県
内
で
は
海
を
守
る
活
動
を
通
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
サ
ン
ゴ
の
保
全
と
い
う
課
題

も
あ
る
の
で
観
光
関
係
機
関
、
団
体

等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

A
関
係
機
関
と
調
整
し
て
検
討
す
る
。

Q
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
に
つ
い
て

中村　直哉

　船
越
山
川
道
入
口
の
観
光
案
内
板
が

撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
案
内
板
に

は
近
隣
の
名
所
や
旧
跡
が
案
内
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
山
川
道
入
口
は
ち
ょ
う

ど
分
岐
点
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
場
所

に
案
内
板
が
あ
れ
ば
、
玉
泉
洞
や
奥
武

島
、
ア
ブ
ラ
チ
ガ
マ
に
向
か
う
観
光
客

に
対
し
て
大
変
有
効
な
案
内
板
で
あ
り

ま
し
た
。
観
光
客
に
優
し
い
街
づ
く
り

の
た
め
に
、
是
非
と
も
再
設
置
を
希
望

致
し
ま
す
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　車
を
止
め
る
駐
車
場
が
な
い
等
の
安

全
上
の
理
由
に
よ
り
、
案
内
板
は
グ
ス

ク
ロ
ー
ド
公
園
内
に
移
転
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら
３
年
間

観
光
案
内
板
の
整
備
事
業
が
あ
り
ま
す

の
で
、
安
全
確
保
の
課
題
が
ク
リ
ア
出

来
れ
ば
是
非
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

A
安
全
確
保
が
図
れ
れ
ば
検
討

し
た
い

■
市
長

　古
謝
景
春

　原
材
料
費
は
役
場
か
ら
支
給
致
し
ま

す
の
で
、
集
落
の
方
々
の
労
力
で
水
が

出
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
の
公
園

計
画
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
等
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
活
用
出
来
れ
ば
、
そ
れ
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
集
落
の
方
々
の
労
力
で

Q
観
光
案
内
板
設
置
に
つ
い
て

　船
越
地
区
内
に
あ
る
〝
ウ
ッ
カ
ー
〞

は
、
以
前
、
整
備
事
業
が
行
わ
れ
樋
口

よ
り
水
が
流
れ
る
素
晴
ら
し
い
癒
し
の

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

な
ん
ら
か
の
理
由
で
水
脈
が
変
わ
り
現

在
は
底
漏
れ
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。
樋

口
か
ら
再
び
水
が
流
れ
る
よ
う
に
整
備

す
れ
ば
、
小
さ
い
場
所
だ
か
ら
こ
そ
南

城
市
ら
し
い
情
緒
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い

名
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
船

越
地
区
と
し
ま
し
て
は
、
将
来
的
に
公

園
構
想
が
あ
り
〝
ウ
ッ
カ
ー
〞
の
隣
接

地
を
1
0
0
坪
す
で
に
確
保
し
て
あ
り

ま
す
。

Q
船
越
ウ
ッ
カ
ー
樋
口
整
備
に

つ
い
て

長嶺　勝盛

庁
舎
建
設
が
加
わ
れ
ば
、
本
市
の
地
方

債
（
借
金
）
は
益
々
増
加
す
る
。

経
済
感
覚
や
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、

市
民
や
議
会
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
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　国
道
3
3
1
号
中
山
改
良
工
事
が
進

行
中
で
す
が
、
自
動
車
の
走
行
時
の
安

全
性
向
上
、
そ
し
て
日
常
生
活
の
安
全

性
を
高
め
る
た
め
に

も
早
期
の
整
備
、
供

用
が
望
ま
れ
る
。
次

の
こ
と
を
伺
う
。

①
中
山
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
完
成
時
期
は
。

②
道
路
の
供
用
開
始

は
い
つ
ご
ろ
か
。

　南
城
市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立

に
向
け
た
支
援
策
や
様
々
な
支
援
事
業

の
周
知
方
法
や
今
後
の
自
立
、
支
援
の

方
向
性
を
つ
く
る
為
に
、
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
す
る
自
立
支
援
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
所
見
を

伺
い
ま
す
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
・
自
立
に
向

け
た
支
援
策
を
各
機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
市
の
H
P
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
に
て
事
業
の
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
状

況
、
課
題
を
把
握
・
整
理
し
た
う
え
で

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
個
々

の
ひ
と
り
親
家
庭
に
適
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
く
事
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
計

画
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
出
来
て
い
ま
せ

ん
が
南
城
市
が
行
え
る
様
々
な
支
援
を

組
み
入
れ
て
自
立
支
援
計
画
等
の
策
定

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

A
ひ
と
り
親
家
庭
に
適
し
た
支

援
を
行
う

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
強
化

に
つ
い
て

Q

　南
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
各
メ
デ
ィ
ア
で
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
が
今
後
さ
ら
に
南
城
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
若
者

を
対
象
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
や
人
材
育
成
、
各
種
団
体
の
青
年
部

を
取
り
ま
と
め
た
組
織
も
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

A
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
い
て

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

市
民
主
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
や
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
市
民
大
学
を
開
設
し
て
お
り

今
年
度
か
ら
「
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
修
会
」
と
し
て
各
種
団
体
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
的
な
若
者
を

中
心
に
行
い
、
各
組
織
の
若
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。
市
が
目
指

す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
為

に
若
者
の
社
会
力
向
上
や
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
の
発
掘
と
養
成
を
行
っ
て
い
き
新

た
な
施
策
の
必
要
性
に
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

Q
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
り

ま
す

前里　輝明

　合
併
し
て
8
年
、
本
市
の
行
財
政
改
革

は
人
件
費
の
削
減
、
庁
舎
の
統
廃
合
、
保

育
所
の
民
営
化
等
で
成
果
を
上
げ
て
お

り
、
高
く
評
価
す
る
。

　し
か
し
、
借
金
の
返
済
に
充
て
る
公
債

費
、
健
康
保
険
や
下
水
道
等
他
会
計
へ
の

繰
り
出
し
金
、
福
祉
を
支
え
る
扶
助
費
は

合
併
後
大
幅
に
増
と
な
っ
て
お
り
、
市
の

抱
え
る
借
金
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。

　ま
た
、
40
〜
50
億
円
と
言
わ
れ
る
新
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
も
、
財
政
運
営
に
大
き

な
影
響
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
最

終
決
断
の
際
に
は
、
市
民
や
議
会
へ
の
丁

寧
な
説
明
と
情
報
提
供
を
前
提
に
慎
重

に
判
断
し
て
頂
き
た
い
。

■
市
長

　古
謝
景
春

起
債
（
借
金
）
は
増
加
し
た
が
、
基

金
（
貯
金
）
は
そ
れ
以
上
に
増
や
し
た
。

今
後
、
学
校
建
設
や
道
路
整
備
等
に
新

A
市
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る

財
政
課
題
多
し
、
新
庁
舎
建

設
の
決
断
は
慎
重
に

Q

6
月
以
降
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
無
く
、

干
ば
つ
対
策
に
関
係
者
が
苦
慮
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産

に
お
い
て
は
、
2
年
連
続
の
台
風
被
害
の

後
の
深
刻
な
干
ば
つ
で
あ
り
、
1
0
0
0

名
以
上
の
生
産
者
を
有
す
る
本
市
に
お
い

て
そ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

以
前
の
干
ば
つ
と
違
い
、
現
在
水
は

あ
る
が
潅
水
す
る
手
段
が
無
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

消
防
車
の
活
用
や
、
宮
古
島
で
行
わ

れ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
連
携
等
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

7
月
よ
り
部
内
や
関
係
者
で
対
応
を

議
論
し
て
き
た
が
、
ポ
ン
プ
や
タ
ン
ク

等
機
材
確
保
が
出
来
ず
、
準
備
不
足
だ

っ
た
。

今
後
の
仕
組
み
作
り
を
検
討
し
た
い
。

A
今
後
に
向
け
検
討

干
ば
つ
対
策
、
災
害
的
対
応

が
必
要

Q

大城　憲幸

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

①
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
本
体
は
ほ
ぼ
完
成
。

百
名
側
及
び
富
里
側
の
道
路
改
良
に

つ
い
て
は
、
工
事
発
注
済
み
。

②
工
事
完
了
に
合
わ
せ
て
平
成
26
年
度

末
を
予
定
。

A
平
成
26
年
度
末
供
用
開
始
予
定

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　市
内
で
開
業
し
て
い
る
医
療
機
関

と
調
整
中
。
増
築
や
地
主
と
の
調
整
が

順
調
に
い
け
ば
、
平
成
26
年
度
当
初
か

ら
病
児
・
病
後
児
保
育
が
開
始
で
き
る

予
定
。

A
26
年
度
か
ら
開
始
で
き
る
様

調
整
中

Q
中
山
改
良
工
事
に
つ
い
て

　昨
年
12
月
の
定
例
会
で
病
児
・
病
後

児
保
育
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
検
討
す

る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
そ
の
後
の
医
療

機
関
と
の
話
し
合
い
の
進
捗
状
況
と

　

今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

Q
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　今
年
は
全
国
的
に
猛
暑
で
あ
っ
た
。

県
内
で
も
同
様
で
、
海
水
温
度
の
上
昇

に
伴
い
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
が
危
惧
さ

れ
る
。
サ
ン
ゴ
が
白
化
す
れ
ば
、
観
光

産
業
や
水
産
業
に
お
け
る
ダ
メ
ー
ジ
は

大
き
い
。

次
の
こ
と
を
伺
う
。

①
市
周
辺
海
域
の
サ
ン
ゴ
の
白
化
調
査

は
可
能
か
。

②
サ
ン
ゴ
礁
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
検
討
で
き
な
い
か
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　

①
環
境
省
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
周

辺
海
域
四
ケ
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

24
年
度
の
報
告
に
よ
る
と
白
化
の
報

告
は
な
い
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　

②
県
内
で
は
海
を
守
る
活
動
を
通
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
サ
ン
ゴ
の
保
全
と
い
う
課
題

も
あ
る
の
で
観
光
関
係
機
関
、
団
体

等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

A
関
係
機
関
と
調
整
し
て
検
討
す
る
。

Q
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
に
つ
い
て

中村　直哉

　船
越
山
川
道
入
口
の
観
光
案
内
板
が

撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
案
内
板
に

は
近
隣
の
名
所
や
旧
跡
が
案
内
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
山
川
道
入
口
は
ち
ょ
う

ど
分
岐
点
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
場
所

に
案
内
板
が
あ
れ
ば
、
玉
泉
洞
や
奥
武

島
、
ア
ブ
ラ
チ
ガ
マ
に
向
か
う
観
光
客

に
対
し
て
大
変
有
効
な
案
内
板
で
あ
り

ま
し
た
。
観
光
客
に
優
し
い
街
づ
く
り

の
た
め
に
、
是
非
と
も
再
設
置
を
希
望

致
し
ま
す
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　車
を
止
め
る
駐
車
場
が
な
い
等
の
安

全
上
の
理
由
に
よ
り
、
案
内
板
は
グ
ス

ク
ロ
ー
ド
公
園
内
に
移
転
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら
３
年
間

観
光
案
内
板
の
整
備
事
業
が
あ
り
ま
す

の
で
、
安
全
確
保
の
課
題
が
ク
リ
ア
出

来
れ
ば
是
非
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

A
安
全
確
保
が
図
れ
れ
ば
検
討

し
た
い

■
市
長

　古
謝
景
春

　原
材
料
費
は
役
場
か
ら
支
給
致
し
ま

す
の
で
、
集
落
の
方
々
の
労
力
で
水
が

出
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
の
公
園

計
画
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
等
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
活
用
出
来
れ
ば
、
そ
れ
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
集
落
の
方
々
の
労
力
で

Q
観
光
案
内
板
設
置
に
つ
い
て

　船
越
地
区
内
に
あ
る
〝
ウ
ッ
カ
ー
〞

は
、
以
前
、
整
備
事
業
が
行
わ
れ
樋
口

よ
り
水
が
流
れ
る
素
晴
ら
し
い
癒
し
の

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

な
ん
ら
か
の
理
由
で
水
脈
が
変
わ
り
現

在
は
底
漏
れ
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。
樋

口
か
ら
再
び
水
が
流
れ
る
よ
う
に
整
備

す
れ
ば
、
小
さ
い
場
所
だ
か
ら
こ
そ
南

城
市
ら
し
い
情
緒
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い

名
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
船

越
地
区
と
し
ま
し
て
は
、
将
来
的
に
公

園
構
想
が
あ
り
〝
ウ
ッ
カ
ー
〞
の
隣
接

地
を
1
0
0
坪
す
で
に
確
保
し
て
あ
り

ま
す
。

Q
船
越
ウ
ッ
カ
ー
樋
口
整
備
に

つ
い
て

長嶺　勝盛

庁
舎
建
設
が
加
わ
れ
ば
、
本
市
の
地
方

債
（
借
金
）
は
益
々
増
加
す
る
。

経
済
感
覚
や
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、

市
民
や
議
会
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
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　日
本
名
水
百
選
と
国
指
定
文
化
財
の

二
つ
の
樋
川
は
観
光
地
と
し
て
知
名
度

と
人
気
が
高
い
。
垣
花
樋
川
の
石
段
は

雨
降
時
等
高
齢
者
や
観
光
客
に
危
険
で

改
善
を
望
む
声
が
あ
る
。
仲
村
渠
樋
川

と
結
ぶ
農
道
も
落
石
や
車
両
通
行
等
の

問
題
が
あ
り
、
面
的
な
環
境
の
整
備
が

必
要
だ
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　垣
花
樋
川
は
文
化
財
指
定
が
な
く
整

備
は
難
し
い
が
観
光
地
で
有
望
な
た
め
、

地
域
の
理
解
を
得
て
部
局
を
総
合
的
に

調
整
し
整
備
を
検
討
し
た
い
。
農
道
は

落
石
防
護
柵
の
設
置
を
検
討
し
車
両
通

行
は
立
看
板
で
対
処
す
る
。

A
総
合
的
な
調
整
を
し
た
い

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　文
化
財
が
あ
り
市
道
整
備
は
難
し
い

が
東
御
廻
コ
ー
ス
の
復
活
も
あ
り
観
光

や
農
商
工
連
携
の
ソ
フ
ト
事
業
で
検
討

し
た
い
。
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業

の
導
入
で
稲
作
と
観
光
の
連
携
を
検
討

し
て
他
と
の
差
別
化
を
図
り
た
い
。

A
六
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携

の
事
業
を
検
討
し
た
い

Q
垣
花
樋
川
・
仲
村
渠
樋
川
の
周

辺
環
境
整
備
に
つ
い
て

　琉
球
開
闢
伝
承
の
地
で
多
く
の
歴
史

遺
産
も
あ
り
観
光
や
巡
礼
者
も
多
い
が

大
型
バ
ス
は
侵
入
で
き
ず
車
両
の
往
来

が
不
便
だ
。
稲
作
発
祥
地
受
水
走
水
が

あ
り
、
稲
作
を
復
活
さ
せ
観
光
と
文
化

及
び
産
業
の
振
興
を
図
れ
な
い
か
。
水

田
は
豊
か
な
海
の
再
生
に
繋
が
る
ビ
オ

ト
ー
プ
と
な
る
。

Q
百
名
浦
原
の
歴
史
遺
産
周
辺
の

整
備
と
稲
作
振
興
に
つ
い
て

■
総
務
部
長

　山
城

　馨

　宗
教
団
体
の
活
動
は
あ
る
程
度
確
認

し
て
い
る
が
現
在
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
法

的
な
規
制
は
で
き
な
い
。
今
後
拡
張
の

動
き
等
を
注
視
し
た
い
。
ホ
テ
ル
の
保

安
林
除
去
と
専
用
道
路
設
置
の
問
題
は

県
当
局
と
連
携
を
取
り
解
決
に
努
め
る
。  

　市
が
中
に
入
り
話
し
合
え
る
場
を
設

け
る
呼
掛
け
を
し
て
解
決
を
図
る
（
市

長
） A

今
後
団
体
の
活
動
に
は
注
視

す
る

　自
然
と
文
化
遺
産
が
多
い
こ
の
地
に

新
興
宗
教
団
体
の
活
動
拠
点
が
出
来
、

敷
地
拡
張
も
あ
り
地
域
住
民
と
の
関
わ

り
も
な
く
不
安
視
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

海
浜
沿
い
に
開
業
し
た
ホ
テ
ル
の
開
発

行
為
に
対
し
地
域
住
民
が
問
題
視
し
て

お
り
良
好
な
関
係
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
に

対
す
る
市
の
見
解
を
伺
う

Q
自
然
環
境
保
全
に
係
る
事
業

者
等
と
住
民
と
の
関
係

座波　　一

　市
の
主
要
道
路
は
、
危
険
箇
所
が
数

多
く
あ
る
。事
故
多
発
地
点
に
交
通
安

全
対
策
と
し
て
注
意
を
促
す
為
に
、
赤

色
回
転
灯
を
設
置
。

　故
障
し
た
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。設

置
目
的
及
び
稼
働
状
況
と
維
持
管
理
に

つ
い
て
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　市
が
設
置
、
市
が
管
理
。事
故
の
未
然

防
止
が
目
的
。

　佐
敷
10
基
・
知
念
４
基
・
大
里
９
基
・

合
計
23
基
・
正
常
稼
働
３
基
、修
繕
又
は
、

取
替
。

　今
後
の
交
通
安
全
対
策
、
関
係
機
関

と
連
携
し
南
城
市
交
通
安
全
推
進
協
議

会
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
。

A
赤
色
回
転
灯
、
修
繕
ま
た
は
取
替
え

を
行
う
（
市
全
体
で
23
基
）

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　大
里
81
カ
所
・
玉
城
82
カ
所
・
佐
敷

69
か
所
・
知
念
36
カ
所
・
市
全
体
で

2
6
8
カ
所
。対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
与
那

原
署
が
作
成
。活
用
状
況
、
子
供
が
犯
罪

被
害
に
遭
っ
た
り
、
危
険
を
感
じ
た
事

例
の
報
告
は
無
い
。今
後
の
防
犯
対
策

の
取
組
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
。警
察
署

と
連
携
し
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
結
成
を
促
進
し
地
域
ぐ
る
み
の
防

犯
活
動
を
推
進
。

A
防
犯
対
策
は
警
察
、
市
、
地

域
と
連
帯
し
取
り
組
む

Q
本
市
の
交
通
安
全
対
策
と
（
赤
色

回
転
灯
）
稼
働
状
況
に
つ
い
て

南
城
市
の
防
犯
対
策
と
こ
ど
も
の

家
一
一
〇
番
の
家
に
つ
い
て

　同
交
差
点
の
朝
夕
の
交
通
混
雑
は
日

常
化
し
て
い
る
。利
用
者
の
皆
さ
ん
は

早
め
の
対
策
を
願
っ
て
い
る
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　県
へ
の
要
請
の
経
緯
。正
式
な
公
文

書
で
の
要
請
は
し
て
い
な
い
。県
の
対

応
、
南
部
東
道
路
の
整
備
に
伴
い
南
風

原
知
念
線
の
一
部
を
市
道
に
移
管
し
た

い
考
え
を
持
っ
て
い
る
。市
と
し
て
は

県
が
道
路
整
備
完
了
後
、
移
管
に
つ
い

て
協
議
し
た
い
。工
事
時
期
の
回
答
は

無
い
。一
日
も
早
い
整
備
を
県
に
要
請

し
た
い
。

A
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
請

し
て
い
き
た
い

Q
仲
程
十
字
路
交
差
点
、
右
折

帯
設
置
の
改
良
工
事
が
必
要

　各
地
域
に
駆
け
込
み
一
一
〇
番
こ
ど
も

の
家
が
指
定
設
置
さ
れ
て
い
る
。活
用
状

況
を
伺
う
。

Q

大城　悟

　南
城
市
独
自
の
都
市
計
画
や
土
地
利

用
計
画
が
可
能
と
な
り
、
一
時
的
に
低

迷
し
た
人
口
も
7
月
末
現
在
4
万

1
6
0
0
人
と
な
り
合
併
時
よ
り
9
0
0

人
も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
増
加
地
域
は

大
里
や
玉
城
に
集
中
し
て
お
り
、
他
の
地

域
で
は
昔
か
ら
続
い
て
き
た
集
落
の
多
く

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　調
和
の
取
れ
た
市
の
発
展
を
実
現
す

る
た
め
に
も
南
部
東
道
路
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
の
整
備
や
土
地
区
画
整
理
事
業
等

に
よ
る
人
口
増
加
策
を
伺
う
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　知
念
地
域
や
佐
敷
東
部
地
域
の
人
口

減
少
に
対
し
定
住
促
進
、
雇
用
確
保
、

利
便
向
上
、
多
方
面
か
ら
の
施
策
を
検

討
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
県
に
要
請
中
で

あ
り
、
現
在
の
実
施
区
間
が
完
了
見
通

A
多
方
面
か
ら
の
施
策
を
検
討

す
る

Q
調
和
の
取
れ
た
南
城
市
の
発
展

に
つ
い
て

　歴
史
的
・
文
化
的
に
も
価
値
の
高
い

新
川
は
、
老
朽
と
台
風
に
よ
る
被
害
で

損
壊
し
て
お
り
ま
す
。
久
高
区
か
ら
の

要
請
に
対
す
る
経
緯
と
改
修
工
事
実
施

の
可
能
性
を
伺
う
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　久
高
区
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
2
回
の

要
請
が
来
て
お
り
、
今
年
１
月
21
日
の

市
長
と
語
る
会
で
市
長
は
、
集
落
内
で

議
論
の
上
、
市
の
指
定
文
化
財
に
し
て

良
い
と
の
結
論
が
得
ら
れ
れ
ば
整
備
す

る
と
回
答
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
文

化
財
に
対
す
る
申
請
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

A
文
化
財
指
定
で
整
備
可
能

Q
久
高
島
の
新
川
（
ミ
ガ
ー
）
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
改
修
に
つ
い
て

し
が
立
っ
た
時
点
で
調
査
を
入
れ
放
線

等
を
検
討
す
る
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　南
部
東
道
路
は
早
期
に
着
工
完
成
を

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
現
す
れ
ば

20
分
ぐ
ら
い
で
那
覇
に
行
け
る
環
境
に

な
り
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
。
5
年
後

の
事
業
工
期
が
示
さ
れ
て
お
り
、
並
行

し
て
ア
ク
セ
ス
道
も
要
請
し
た
い
。

親川　孝雄

　去
る
８
月
25
日
に
長
野
県
川
上
村
の

特
集
で
、
ス
ク
ー
ル
路
線
バ
ス
を
成
功

さ
せ
た
事
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
質
問
。
一
．
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
は
。
二
．
運
転
手
の
雇
用
は
。
三
．

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
採
り
入
れ
は
。

四
．
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
市
内
循
環
バ
ス

を
一
つ
に
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　一
．
合
併
前
の
区
域
を
引
継
ぐ
形
で

運
行
。
二
．
通
園
バ
ス
は
5.5
時
間
勤
務

の
２
名
で
、
他
に
課
外
授
業
の
送
迎
。

通
学
バ
ス
は
7.7
時
間
勤
務
の
二
名
で
、

送
迎
業
務
が
主
。
四
．
朝
は
定
員
近
く

の
児
童
生
徒
が
乗
車
、
一
般
の
乗
車
は

無
理
と
考
え
る
。
空
き
時
間
を
利
用
し

て
循
環
バ
ス
と
の
併
用
は
無
理
か
と
思

う
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　

　三
．
昨
年
の
「
検
討
調
査
」
業
務
で

検
討
し
た
が
課
題
が
あ
り
、
当
面
は
利

用
が
見
込
ま
れ
る
65
歳
以
上
と
観
光
客

に
て
試
験
運
行
し
、
結
果
を
検
討
し
可

能
性
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
と
協
議
を

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
併
用
は
無
理
か
と
思
わ
れ
る

が
協
議
を
し
て
行
き
た
い

Q
市
内
循
環
バ
ス
に
つ
い
て

一
．
市
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
の
位

置
づ
け
は
。
二
．
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会

な
ど
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
他
課
と
の

連
帯
は
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　一
．
「
男
女
（
ひ
と
）
が
と
も
に
輝

き
、
自
然
と
文
化
あ
ふ
れ
る
福
寿
の
ま

ち
南
城
市
」
を
基
本
理
念
と
し
た
、
市

の
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
を
策
定
、

国
県
の
計
画
を
勘
案
し
、
様
々
な
施
策

の
展
開
に
必
要
と
な
り
、
関
連
計
画
と

の
効
果
的
な
施
策
展
開
を
目
指
す
。
二
．

周
知
・
参
加
者
募
集
等
へ
の
協
力
依
頼

を
行
い
、
関
連
情
報
が
届
く
様
に
し
、

連
帯
し
て
取
組
ん
で
い
る
。

A
関
連
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
市
の

特
性
を
踏
ま
え
効
果
的
な
施
策
展
開

Q
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

伊禮　清則
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　日
本
名
水
百
選
と
国
指
定
文
化
財
の

二
つ
の
樋
川
は
観
光
地
と
し
て
知
名
度

と
人
気
が
高
い
。
垣
花
樋
川
の
石
段
は

雨
降
時
等
高
齢
者
や
観
光
客
に
危
険
で

改
善
を
望
む
声
が
あ
る
。
仲
村
渠
樋
川

と
結
ぶ
農
道
も
落
石
や
車
両
通
行
等
の

問
題
が
あ
り
、
面
的
な
環
境
の
整
備
が

必
要
だ
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　垣
花
樋
川
は
文
化
財
指
定
が
な
く
整

備
は
難
し
い
が
観
光
地
で
有
望
な
た
め
、

地
域
の
理
解
を
得
て
部
局
を
総
合
的
に

調
整
し
整
備
を
検
討
し
た
い
。
農
道
は

落
石
防
護
柵
の
設
置
を
検
討
し
車
両
通

行
は
立
看
板
で
対
処
す
る
。

A
総
合
的
な
調
整
を
し
た
い

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　文
化
財
が
あ
り
市
道
整
備
は
難
し
い

が
東
御
廻
コ
ー
ス
の
復
活
も
あ
り
観
光

や
農
商
工
連
携
の
ソ
フ
ト
事
業
で
検
討

し
た
い
。
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業

の
導
入
で
稲
作
と
観
光
の
連
携
を
検
討

し
て
他
と
の
差
別
化
を
図
り
た
い
。

A
六
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携

の
事
業
を
検
討
し
た
い

Q
垣
花
樋
川
・
仲
村
渠
樋
川
の
周

辺
環
境
整
備
に
つ
い
て

　琉
球
開
闢
伝
承
の
地
で
多
く
の
歴
史

遺
産
も
あ
り
観
光
や
巡
礼
者
も
多
い
が

大
型
バ
ス
は
侵
入
で
き
ず
車
両
の
往
来

が
不
便
だ
。
稲
作
発
祥
地
受
水
走
水
が

あ
り
、
稲
作
を
復
活
さ
せ
観
光
と
文
化

及
び
産
業
の
振
興
を
図
れ
な
い
か
。
水

田
は
豊
か
な
海
の
再
生
に
繋
が
る
ビ
オ

ト
ー
プ
と
な
る
。

Q
百
名
浦
原
の
歴
史
遺
産
周
辺
の

整
備
と
稲
作
振
興
に
つ
い
て

■
総
務
部
長

　山
城

　馨

　宗
教
団
体
の
活
動
は
あ
る
程
度
確
認

し
て
い
る
が
現
在
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
法

的
な
規
制
は
で
き
な
い
。
今
後
拡
張
の

動
き
等
を
注
視
し
た
い
。
ホ
テ
ル
の
保

安
林
除
去
と
専
用
道
路
設
置
の
問
題
は

県
当
局
と
連
携
を
取
り
解
決
に
努
め
る
。  

　市
が
中
に
入
り
話
し
合
え
る
場
を
設

け
る
呼
掛
け
を
し
て
解
決
を
図
る
（
市

長
） A

今
後
団
体
の
活
動
に
は
注
視

す
る

　自
然
と
文
化
遺
産
が
多
い
こ
の
地
に

新
興
宗
教
団
体
の
活
動
拠
点
が
出
来
、

敷
地
拡
張
も
あ
り
地
域
住
民
と
の
関
わ

り
も
な
く
不
安
視
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

海
浜
沿
い
に
開
業
し
た
ホ
テ
ル
の
開
発

行
為
に
対
し
地
域
住
民
が
問
題
視
し
て

お
り
良
好
な
関
係
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
に

対
す
る
市
の
見
解
を
伺
う

Q
自
然
環
境
保
全
に
係
る
事
業

者
等
と
住
民
と
の
関
係

座波　　一

　市
の
主
要
道
路
は
、
危
険
箇
所
が
数

多
く
あ
る
。事
故
多
発
地
点
に
交
通
安

全
対
策
と
し
て
注
意
を
促
す
為
に
、
赤

色
回
転
灯
を
設
置
。

　故
障
し
た
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。設

置
目
的
及
び
稼
働
状
況
と
維
持
管
理
に

つ
い
て
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　市
が
設
置
、
市
が
管
理
。事
故
の
未
然

防
止
が
目
的
。

　佐
敷
10
基
・
知
念
４
基
・
大
里
９
基
・

合
計
23
基
・
正
常
稼
働
３
基
、修
繕
又
は
、

取
替
。

　今
後
の
交
通
安
全
対
策
、
関
係
機
関

と
連
携
し
南
城
市
交
通
安
全
推
進
協
議

会
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
。

A
赤
色
回
転
灯
、
修
繕
ま
た
は
取
替
え

を
行
う
（
市
全
体
で
23
基
）

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　大
里
81
カ
所
・
玉
城
82
カ
所
・
佐
敷

69
か
所
・
知
念
36
カ
所
・
市
全
体
で

2
6
8
カ
所
。対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
与
那

原
署
が
作
成
。活
用
状
況
、
子
供
が
犯
罪

被
害
に
遭
っ
た
り
、
危
険
を
感
じ
た
事

例
の
報
告
は
無
い
。今
後
の
防
犯
対
策

の
取
組
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
。警
察
署

と
連
携
し
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
結
成
を
促
進
し
地
域
ぐ
る
み
の
防

犯
活
動
を
推
進
。

A
防
犯
対
策
は
警
察
、
市
、
地

域
と
連
帯
し
取
り
組
む

Q
本
市
の
交
通
安
全
対
策
と
（
赤
色

回
転
灯
）
稼
働
状
況
に
つ
い
て

南
城
市
の
防
犯
対
策
と
こ
ど
も
の

家
一
一
〇
番
の
家
に
つ
い
て

　同
交
差
点
の
朝
夕
の
交
通
混
雑
は
日

常
化
し
て
い
る
。利
用
者
の
皆
さ
ん
は

早
め
の
対
策
を
願
っ
て
い
る
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　県
へ
の
要
請
の
経
緯
。正
式
な
公
文

書
で
の
要
請
は
し
て
い
な
い
。県
の
対

応
、
南
部
東
道
路
の
整
備
に
伴
い
南
風

原
知
念
線
の
一
部
を
市
道
に
移
管
し
た

い
考
え
を
持
っ
て
い
る
。市
と
し
て
は

県
が
道
路
整
備
完
了
後
、
移
管
に
つ
い

て
協
議
し
た
い
。工
事
時
期
の
回
答
は

無
い
。一
日
も
早
い
整
備
を
県
に
要
請

し
た
い
。

A
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
請

し
て
い
き
た
い

Q
仲
程
十
字
路
交
差
点
、
右
折

帯
設
置
の
改
良
工
事
が
必
要

　各
地
域
に
駆
け
込
み
一
一
〇
番
こ
ど
も

の
家
が
指
定
設
置
さ
れ
て
い
る
。活
用
状

況
を
伺
う
。

Q

大城　悟

　南
城
市
独
自
の
都
市
計
画
や
土
地
利

用
計
画
が
可
能
と
な
り
、
一
時
的
に
低

迷
し
た
人
口
も
7
月
末
現
在
4
万

1
6
0
0
人
と
な
り
合
併
時
よ
り
9
0
0

人
も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
増
加
地
域
は

大
里
や
玉
城
に
集
中
し
て
お
り
、
他
の
地

域
で
は
昔
か
ら
続
い
て
き
た
集
落
の
多
く

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　調
和
の
取
れ
た
市
の
発
展
を
実
現
す

る
た
め
に
も
南
部
東
道
路
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
の
整
備
や
土
地
区
画
整
理
事
業
等

に
よ
る
人
口
増
加
策
を
伺
う
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　知
念
地
域
や
佐
敷
東
部
地
域
の
人
口

減
少
に
対
し
定
住
促
進
、
雇
用
確
保
、

利
便
向
上
、
多
方
面
か
ら
の
施
策
を
検

討
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
県
に
要
請
中
で

あ
り
、
現
在
の
実
施
区
間
が
完
了
見
通

A
多
方
面
か
ら
の
施
策
を
検
討

す
る

Q
調
和
の
取
れ
た
南
城
市
の
発
展

に
つ
い
て

　歴
史
的
・
文
化
的
に
も
価
値
の
高
い

新
川
は
、
老
朽
と
台
風
に
よ
る
被
害
で

損
壊
し
て
お
り
ま
す
。
久
高
区
か
ら
の

要
請
に
対
す
る
経
緯
と
改
修
工
事
実
施

の
可
能
性
を
伺
う
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　久
高
区
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
2
回
の

要
請
が
来
て
お
り
、
今
年
１
月
21
日
の

市
長
と
語
る
会
で
市
長
は
、
集
落
内
で

議
論
の
上
、
市
の
指
定
文
化
財
に
し
て

良
い
と
の
結
論
が
得
ら
れ
れ
ば
整
備
す

る
と
回
答
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
文

化
財
に
対
す
る
申
請
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

A
文
化
財
指
定
で
整
備
可
能

Q
久
高
島
の
新
川
（
ミ
ガ
ー
）
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
改
修
に
つ
い
て

し
が
立
っ
た
時
点
で
調
査
を
入
れ
放
線

等
を
検
討
す
る
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　南
部
東
道
路
は
早
期
に
着
工
完
成
を

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
現
す
れ
ば

20
分
ぐ
ら
い
で
那
覇
に
行
け
る
環
境
に

な
り
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
。
5
年
後

の
事
業
工
期
が
示
さ
れ
て
お
り
、
並
行

し
て
ア
ク
セ
ス
道
も
要
請
し
た
い
。

親川　孝雄

　去
る
８
月
25
日
に
長
野
県
川
上
村
の

特
集
で
、
ス
ク
ー
ル
路
線
バ
ス
を
成
功

さ
せ
た
事
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
質
問
。
一
．
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
は
。
二
．
運
転
手
の
雇
用
は
。
三
．

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
採
り
入
れ
は
。

四
．
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
市
内
循
環
バ
ス

を
一
つ
に
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　一
．
合
併
前
の
区
域
を
引
継
ぐ
形
で

運
行
。
二
．
通
園
バ
ス
は
5.5
時
間
勤
務

の
２
名
で
、
他
に
課
外
授
業
の
送
迎
。

通
学
バ
ス
は
7.7
時
間
勤
務
の
二
名
で
、

送
迎
業
務
が
主
。
四
．
朝
は
定
員
近
く

の
児
童
生
徒
が
乗
車
、
一
般
の
乗
車
は

無
理
と
考
え
る
。
空
き
時
間
を
利
用
し

て
循
環
バ
ス
と
の
併
用
は
無
理
か
と
思

う
。

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

　

　三
．
昨
年
の
「
検
討
調
査
」
業
務
で

検
討
し
た
が
課
題
が
あ
り
、
当
面
は
利

用
が
見
込
ま
れ
る
65
歳
以
上
と
観
光
客

に
て
試
験
運
行
し
、
結
果
を
検
討
し
可

能
性
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
と
協
議
を

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
併
用
は
無
理
か
と
思
わ
れ
る

が
協
議
を
し
て
行
き
た
い

Q
市
内
循
環
バ
ス
に
つ
い
て

一
．
市
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
の
位

置
づ
け
は
。
二
．
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会

な
ど
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
他
課
と
の

連
帯
は
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　一
．
「
男
女
（
ひ
と
）
が
と
も
に
輝

き
、
自
然
と
文
化
あ
ふ
れ
る
福
寿
の
ま

ち
南
城
市
」
を
基
本
理
念
と
し
た
、
市

の
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
を
策
定
、

国
県
の
計
画
を
勘
案
し
、
様
々
な
施
策

の
展
開
に
必
要
と
な
り
、
関
連
計
画
と

の
効
果
的
な
施
策
展
開
を
目
指
す
。
二
．

周
知
・
参
加
者
募
集
等
へ
の
協
力
依
頼

を
行
い
、
関
連
情
報
が
届
く
様
に
し
、

連
帯
し
て
取
組
ん
で
い
る
。

A
関
連
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
市
の

特
性
を
踏
ま
え
効
果
的
な
施
策
展
開

Q
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

伊禮　清則
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画
及
び
進
捗
状
況
と
市
と
農
協
が
連
携

し
て
農
産
物
の
増
産
計
画
及
び
運
動
は

で
き
な
い
か
伺
う
。

市
当
局
に
お
い
て
は
、
定
期
的
に
市

内
を
巡
回
、
立
て
看
板
の
設
置
等
で
対

処
に
努
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
未
だ

に
目
の
届
か
な
い
所
で
家
電
品
が
放
置
、

又
道
路
な
ど
に
お
い
て
は
車
上
か
ら
の

ゴ
ミ
、
空
き
缶
、
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
目
に
つ
く
の
が

現
状
で
す
。
観
光
の
街
を
目
指
す
本
市

と
し
て
は
ゴ
ミ
の
な
い
環
境
の
中
で
観

光
客
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
不
法
投
棄
に
関
し
何
ら
か
の
罰
則
を

行
っ
て
い
る
か

②
モ
ラ
ル
の
向
上
を
高
め
る
為
ポ
イ
捨

て
条
例
を
制
定
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
③
市
内
小
学
校
で
ポ
イ
捨
て
に
関
す
る

防
止
標
語
を
募
集
し
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

①
市
の
条
例
等
に
よ
る
罰
則
は
定
め
て

な
い
が
法
律
第
25
条
に
不
法
投
棄
の

罰
則
規
定
が
あ
り
そ
れ
に
よ
り
処
罰

A
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い

Q
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

防
止
策
に
つ
い
て

　今
年
度
設
置
さ
れ
る
健
康
増
進
器
具

は
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献

す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
予
定
し
て
い

る
器
具
の
種
類
と
数
は
？
又
4
地
区
へ

の
設
置
を
考
え
て
い
る
か
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　7
種
類
の
器
具
を
1
セ
ッ
ト
で
設
置

す
る
予
定
で
す
。
市
民
へ
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
4
地
区
の
主
た
る
公
園
等
へ

バ
ラ
ン
ス
よ
く
設
置
す
る
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
条
例
で
罰
則
規

定
を
設
け
る
べ
き
か
も
含
め
、
今
後
も

厳
し
く
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
き
た
い
。

健
康
器
具
設
置
は
大
変
重
要
。
日
頃
か

ら
健
康
対
策
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り

た
い
。

A
健
康
対
策
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
た
い

Q
健
康
器
具
設
置
に
つ
い
て

さ
れ
る
。

②
市
で
は
平
成
23
年
12
月
に
市
環
境
基

本
条
例
を
制
定
、
そ
れ
に
基
づ
き
環

境
保
全
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推

進
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

新
た
な
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

③
11
月
第
3
水
曜
日
を
環
境
教
育
の
日

と
設
定
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
ポ
イ
捨
て
防
止
標
語
の
募
集

は
行
っ
て
な
い
。
今
後
状
況
を
見
て

考
え
た
い
。

瀨底　正真

　災
害
時
の
島
尻
消
防
と
の
連
携
及
び

情
報
交
換
と
消
防
団
と
の
関
わ
り
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

■
総
務
部
長

　山
城

　馨

　

　災
害
発
生
時
及
び
気
象
情
報
警
報
発

令
、
不
発
弾
処
理
に
つ
い
て
は
電
話
や
フ

ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
情
報
交
換
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
南
城
市
は
防
災
無
線
が
無
く
、

島
尻
消
防
救
急
無
線
と
の
互
換
性
は
な

く
消
防
情
報
を
市
の
放
送
で
流
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
消
防
団
に
つ
い
て
は
全

員
が
市
職
員
で
地
域
住
民
か
ら
も
消
防

団
を
募
る
よ
う
消
防
本
部
に
要
請
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

A
今
後
と
も
連
携
、
強
化
を
密

に
し
て
い
き
た
い

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　蔬
菜
園
芸
施
設
整
備
事
業
と
し
て
強

風
対
策
の
た
め
の
既
存
施
設
の
強
化
と

暴
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
対
し
６
棟
の
ハ
ウ

ス
に
補
助
を
行
い
現
在
２
ヶ
所
の
圃
場
に

防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
９
月
中
に
農
協
等
の
関
係
機
関
と

意
見
交
換
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り

農
協
経
営
管
理
委
員
の
大
城
氏
を
介
し

て
調
整
中
で
今
後
の
農
産
物
増
産
計
画
・

運
動
に
つ
い
て
は
意
見
交
換
で
調
整
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
市
の
事
業
は
継
続
し
、
農
協

と
意
見
交
換
で
調
整
す
る

屋
外
広
告
物
条
例
の
周
知
を

図
っ
て
い
く

Q
災
害
時
の
島
尻
消
防
と
の
連

携
に
つ
い
て

平
成
24
年
か
ら
県
の
一
括
交
付
金
を
活

用
し
た
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備
事
業

を
農
協
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
が
市
と
し
て
の
事
業
の
計

Q
農
業
振
興
に
つ
い
て

　平
成
22
年
度
よ
り
屋
外
広
告
物
の
届

け
出
が
南
城
市
に
権
限
移
譲
さ
れ
て
い

る
が
現
状
を
伺
う
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　市
内
に
は
多
く
の
広
告
物
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
許
可
を
受
け
た
も
の
、

受
け
ず
に
設
置
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
許

可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
認
識
し
て
な
い

方
も
お
り
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

A Q
屋
外
広
告
物
条
例
に
つ
い
て

玉城　健

　南
城
市
に
お
け
る
、
待
機
児
童
数
と

厚
生
労
働
省
の
待
機
児
童
解
消
加
速
化

プ
ラ
ン
に
対
す
る
取
組
み
と
認
証
保
育

園
に
対
す
る
市
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　
　

　待
機
児
童
は
、
推
定
1
5
0
名
位
。

今
回
の
加
速
化
プ
ラ
ン
に
は
、
参
加
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
ニ
ー
ズ
調
査
を

踏
ま
え
た
子
育
て
施
策
の
策
定
を
待
っ

て
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
認
証

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
設
置
基
準
が
緩

和
さ
れ
て
い
る
が
、
保
育
料
な
ど
は
高

く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
先
進
地
の

事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

A
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
取
り
組
む

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て

Q食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
生
徒
数
と

事
故
の
有
無
。

そ
し
て
事
故
対
策
の
取
組
み
状
況

（
共
同
調
理
場
建
設
も
含
め
）
伺
い
ま
す
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

軽
微
も
含
め
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
生
徒
数
は
、
2
3
3
名
。
こ
れ
ま

で
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
事
故
は
発
生
し

て
な
い
。
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
文
科

省
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
な
い

学
校
が
６
校
あ
り
ま
す
の
で
活
用
の
徹

底
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
学
校
に

合
わ
せ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
も
作
成

し
た
学
校
は
１
校
し
か
な
い
の
で
指
導

を
し
て
い
き
た
い
。
研
修
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
て
な
い
学
校
が
５
校
あ
る
の
で

指
導
徹
底
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
新

し
く
で
き
る
共
同
調
理
場
に
つ
い
て
は
、

中
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
て
い
く
方
向
で
検
討
。

A

給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
対

策
に
つ
い
て

今
後
取
組
み
を
強
化
し
ま
す

Q

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充
特

に
通
院
分
に
つ
い
て
、
県
の
方
針
と
南

城
市
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

県
に
お
い
て
、
特
に
拡
充
の
方
針
は
、

示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
市
に
お
い
て

も
、
通
院
分
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

A
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

に
つ
い
て

拡
充
は
考
え
て
い
な
い

Q

国吉　昌実

　大
里
中
学
校
と
県
営
第
一
団
地
の
間

に
遊
休
地
が
あ
り
、
雑
草
が
繁
茂
し
ゴ

ミ
捨
て
場
に
な
っ
て
、
ハ
ブ
の
棲
家
に

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
団
地
に
隣
接
し

て
お
り
景
観
も
悪
く
ハ
ブ
の
出
没
情
報

も
あ
り
大
変
危
険
で
あ
り
ま
す
。
長
年

放
置
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
有
効
活
用
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。
フ
ェ
ン
ス
の
設

置
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
遊
休
地

と
中
学
校
と
の
間
に
フ
ェ
ン
ス
が
な
く

学
校
側
か
ら
生
徒
達
が
上
り
下
り
を
し

て
い
る
状
況
を
、
住
民
が
目
撃
し
て
お

り
、
転
落
し
た
場
合
大
事
故
に
繋
が
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
が
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　遊
休
地
の
活
用
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
ご
指
摘
の
土
地
は
団
地
と
学
校

と
の
段
差
が
５
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
あ
り

学
校
側
か
ら
ア
ク
セ
ス
道
路
も
な
く
現

在
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
土
地
活

用
に
つ
い
て
は
学
校
関
係
者
と
団
地
自

治
会
と
協
議
を
し
て
有
効
活
用
に
向
け

取
組
ん
で
い
く
。
続
い
て
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
で
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
が
５
メ
ー

ト
ル
位
の
擁
壁
を
登
っ
て
く
る
こ
と
で

生
じ
る
転
落
の
危
険
性
の
除
去
に
つ
い

て
は
進
入
防
止
の
為
に
有
刺
鉄
線
の
設

置
で
対
応
す
る
。

A
協
議
し
て
対
応
す
る

Q
遊
休
地
の
活
用
と
フ
ェ
ン
ス

の
設
置

　市
内
で
は
畜
産
が
盛
ん
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
反
面
悪
臭
の
苦
情
や
河
川
の

汚
濁
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
局
の
悪
臭

対
策
と
し
て
ど
う
取
組
ん
で
行
く
の
か

伺
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　悪
臭
に
つ
い
て
住
民
か
ら
苦
情
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
悪
臭
対
策
防
止
法
に

基
づ
い
て
、
関
係
部
署
と
連
携
を
し
て

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
畜

産
農
家
と
衛
生
管
理
に
つ
い
て
連
携
を

し
な
が
ら
悪
臭
対
策
を
探
求
し
て
行
く
。

A
悪
臭
対
策
を
探
求

Q
畜
産
の
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

城間　松安
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画
及
び
進
捗
状
況
と
市
と
農
協
が
連
携

し
て
農
産
物
の
増
産
計
画
及
び
運
動
は

で
き
な
い
か
伺
う
。

市
当
局
に
お
い
て
は
、
定
期
的
に
市

内
を
巡
回
、
立
て
看
板
の
設
置
等
で
対

処
に
努
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
未
だ

に
目
の
届
か
な
い
所
で
家
電
品
が
放
置
、

又
道
路
な
ど
に
お
い
て
は
車
上
か
ら
の

ゴ
ミ
、
空
き
缶
、
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
目
に
つ
く
の
が

現
状
で
す
。
観
光
の
街
を
目
指
す
本
市

と
し
て
は
ゴ
ミ
の
な
い
環
境
の
中
で
観

光
客
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
不
法
投
棄
に
関
し
何
ら
か
の
罰
則
を

行
っ
て
い
る
か

②
モ
ラ
ル
の
向
上
を
高
め
る
為
ポ
イ
捨

て
条
例
を
制
定
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
③
市
内
小
学
校
で
ポ
イ
捨
て
に
関
す
る

防
止
標
語
を
募
集
し
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

①
市
の
条
例
等
に
よ
る
罰
則
は
定
め
て

な
い
が
法
律
第
25
条
に
不
法
投
棄
の

罰
則
規
定
が
あ
り
そ
れ
に
よ
り
処
罰

A
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い

Q
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

防
止
策
に
つ
い
て

　今
年
度
設
置
さ
れ
る
健
康
増
進
器
具

は
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献

す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
予
定
し
て
い

る
器
具
の
種
類
と
数
は
？
又
4
地
区
へ

の
設
置
を
考
え
て
い
る
か
。

■
市
民
部
長

　永
村
玲
子

　7
種
類
の
器
具
を
1
セ
ッ
ト
で
設
置

す
る
予
定
で
す
。
市
民
へ
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
4
地
区
の
主
た
る
公
園
等
へ

バ
ラ
ン
ス
よ
く
設
置
す
る
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
条
例
で
罰
則
規

定
を
設
け
る
べ
き
か
も
含
め
、
今
後
も

厳
し
く
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
き
た
い
。

健
康
器
具
設
置
は
大
変
重
要
。
日
頃
か

ら
健
康
対
策
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り

た
い
。

A
健
康
対
策
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
た
い

Q
健
康
器
具
設
置
に
つ
い
て

さ
れ
る
。

②
市
で
は
平
成
23
年
12
月
に
市
環
境
基

本
条
例
を
制
定
、
そ
れ
に
基
づ
き
環

境
保
全
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推

進
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

新
た
な
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

③
11
月
第
3
水
曜
日
を
環
境
教
育
の
日

と
設
定
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
ポ
イ
捨
て
防
止
標
語
の
募
集

は
行
っ
て
な
い
。
今
後
状
況
を
見
て

考
え
た
い
。

瀨底　正真

　災
害
時
の
島
尻
消
防
と
の
連
携
及
び

情
報
交
換
と
消
防
団
と
の
関
わ
り
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

■
総
務
部
長

　山
城

　馨

　

　災
害
発
生
時
及
び
気
象
情
報
警
報
発

令
、
不
発
弾
処
理
に
つ
い
て
は
電
話
や
フ

ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
情
報
交
換
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
南
城
市
は
防
災
無
線
が
無
く
、

島
尻
消
防
救
急
無
線
と
の
互
換
性
は
な

く
消
防
情
報
を
市
の
放
送
で
流
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
消
防
団
に
つ
い
て
は
全

員
が
市
職
員
で
地
域
住
民
か
ら
も
消
防

団
を
募
る
よ
う
消
防
本
部
に
要
請
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

A
今
後
と
も
連
携
、
強
化
を
密

に
し
て
い
き
た
い

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　蔬
菜
園
芸
施
設
整
備
事
業
と
し
て
強

風
対
策
の
た
め
の
既
存
施
設
の
強
化
と

暴
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
対
し
６
棟
の
ハ
ウ

ス
に
補
助
を
行
い
現
在
２
ヶ
所
の
圃
場
に

防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
９
月
中
に
農
協
等
の
関
係
機
関
と

意
見
交
換
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り

農
協
経
営
管
理
委
員
の
大
城
氏
を
介
し

て
調
整
中
で
今
後
の
農
産
物
増
産
計
画
・

運
動
に
つ
い
て
は
意
見
交
換
で
調
整
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
市
の
事
業
は
継
続
し
、
農
協

と
意
見
交
換
で
調
整
す
る

屋
外
広
告
物
条
例
の
周
知
を

図
っ
て
い
く

Q
災
害
時
の
島
尻
消
防
と
の
連

携
に
つ
い
て

平
成
24
年
か
ら
県
の
一
括
交
付
金
を
活

用
し
た
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備
事
業

を
農
協
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
が
市
と
し
て
の
事
業
の
計

Q
農
業
振
興
に
つ
い
て

　平
成
22
年
度
よ
り
屋
外
広
告
物
の
届

け
出
が
南
城
市
に
権
限
移
譲
さ
れ
て
い

る
が
現
状
を
伺
う
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　市
内
に
は
多
く
の
広
告
物
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
許
可
を
受
け
た
も
の
、

受
け
ず
に
設
置
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
許

可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
認
識
し
て
な
い

方
も
お
り
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

A Q
屋
外
広
告
物
条
例
に
つ
い
て

玉城　健

　南
城
市
に
お
け
る
、
待
機
児
童
数
と

厚
生
労
働
省
の
待
機
児
童
解
消
加
速
化

プ
ラ
ン
に
対
す
る
取
組
み
と
認
証
保
育

園
に
対
す
る
市
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

　
　

　待
機
児
童
は
、
推
定
1
5
0
名
位
。

今
回
の
加
速
化
プ
ラ
ン
に
は
、
参
加
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
ニ
ー
ズ
調
査
を

踏
ま
え
た
子
育
て
施
策
の
策
定
を
待
っ

て
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
認
証

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
設
置
基
準
が
緩

和
さ
れ
て
い
る
が
、
保
育
料
な
ど
は
高

く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
先
進
地
の

事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

A
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
取
り
組
む

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て

Q食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
生
徒
数
と

事
故
の
有
無
。

そ
し
て
事
故
対
策
の
取
組
み
状
況

（
共
同
調
理
場
建
設
も
含
め
）
伺
い
ま
す
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

軽
微
も
含
め
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
生
徒
数
は
、
2
3
3
名
。
こ
れ
ま

で
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
事
故
は
発
生
し

て
な
い
。
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
文
科

省
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
な
い

学
校
が
６
校
あ
り
ま
す
の
で
活
用
の
徹

底
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
学
校
に

合
わ
せ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
も
作
成

し
た
学
校
は
１
校
し
か
な
い
の
で
指
導

を
し
て
い
き
た
い
。
研
修
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
て
な
い
学
校
が
５
校
あ
る
の
で

指
導
徹
底
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
新

し
く
で
き
る
共
同
調
理
場
に
つ
い
て
は
、

中
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
て
い
く
方
向
で
検
討
。

A

給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
対

策
に
つ
い
て

今
後
取
組
み
を
強
化
し
ま
す

Q

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充
特

に
通
院
分
に
つ
い
て
、
県
の
方
針
と
南

城
市
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

■
福
祉
部
長

　小
谷

　肇

県
に
お
い
て
、
特
に
拡
充
の
方
針
は
、

示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
市
に
お
い
て

も
、
通
院
分
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

A
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

に
つ
い
て

拡
充
は
考
え
て
い
な
い

Q

国吉　昌実

　大
里
中
学
校
と
県
営
第
一
団
地
の
間

に
遊
休
地
が
あ
り
、
雑
草
が
繁
茂
し
ゴ

ミ
捨
て
場
に
な
っ
て
、
ハ
ブ
の
棲
家
に

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
団
地
に
隣
接
し

て
お
り
景
観
も
悪
く
ハ
ブ
の
出
没
情
報

も
あ
り
大
変
危
険
で
あ
り
ま
す
。
長
年

放
置
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
有
効
活
用
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。
フ
ェ
ン
ス
の
設

置
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
遊
休
地

と
中
学
校
と
の
間
に
フ
ェ
ン
ス
が
な
く

学
校
側
か
ら
生
徒
達
が
上
り
下
り
を
し

て
い
る
状
況
を
、
住
民
が
目
撃
し
て
お

り
、
転
落
し
た
場
合
大
事
故
に
繋
が
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
が
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　遊
休
地
の
活
用
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
ご
指
摘
の
土
地
は
団
地
と
学
校

と
の
段
差
が
５
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
あ
り

学
校
側
か
ら
ア
ク
セ
ス
道
路
も
な
く
現

在
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
土
地
活

用
に
つ
い
て
は
学
校
関
係
者
と
団
地
自

治
会
と
協
議
を
し
て
有
効
活
用
に
向
け

取
組
ん
で
い
く
。
続
い
て
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
で
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
が
５
メ
ー

ト
ル
位
の
擁
壁
を
登
っ
て
く
る
こ
と
で

生
じ
る
転
落
の
危
険
性
の
除
去
に
つ
い

て
は
進
入
防
止
の
為
に
有
刺
鉄
線
の
設

置
で
対
応
す
る
。

A
協
議
し
て
対
応
す
る

Q
遊
休
地
の
活
用
と
フ
ェ
ン
ス

の
設
置

　市
内
で
は
畜
産
が
盛
ん
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
反
面
悪
臭
の
苦
情
や
河
川
の

汚
濁
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
局
の
悪
臭

対
策
と
し
て
ど
う
取
組
ん
で
行
く
の
か

伺
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　悪
臭
に
つ
い
て
住
民
か
ら
苦
情
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
悪
臭
対
策
防
止
法
に

基
づ
い
て
、
関
係
部
署
と
連
携
を
し
て

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
畜

産
農
家
と
衛
生
管
理
に
つ
い
て
連
携
を

し
な
が
ら
悪
臭
対
策
を
探
求
し
て
行
く
。

A
悪
臭
対
策
を
探
求

Q
畜
産
の
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

城間　松安
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　斎
場
御
嶽
の
概
要
の
中
で
入
場
者
数

が
多
す
ぎ
て
聖
域
と
し
て
の
雰
囲
気
が

損
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
入
場
者
数
の

制
限
が
必
要
で
は
な
い
か
と
会
見
で
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
構
の
損
壊
、
石

畳
の
表
面
摩
耗
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
、

御
嶽
を
尊
敬
す
る
、
説
明
が
解
り
づ
ら

い
と
あ
り
ま
す
が
、
以
下
の
事
を
伺
い

ま
す
。

①
現
在
入
場
者
数
の
制
限
を
お
こ
な
っ

て
い
る
か

②
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

①
現
在
の
所
入
場
者
の
制
限
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
、
入
場
者
の
制
限
に
つ

き
ま
し
て
は
、
物
産
館
の
オ
ー
プ
ン

後
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
木
製
の
階
段
を
設
置
し
た
こ
と
、
石

畳
部
分
に
ゴ
ム
シ
ー
ト
を
敷
設
、
滑

り
対
策
実
施
し
、
高
齢
者
転
倒
防
止

に
手
す
り
の
設
置
、
そ
れ
か
ら
ハ
イ

ヒ
ー
ル
等
で
の
来
場
者
に
対
し
滑
り

止
め
の
つ
い
た
サ
ン
ダ
ル
を
無
料
で

貸
し
出
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
お
り

ま
す
。

A
物
産
館
の
オ
ー
プ
ン
後
の
状
況

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く

Q
今
後
の
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

沖
縄
県
振
興
公
共
投
資
交
付
金

（
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
）
吉
富
地

区
の
事
業
（
貯
水
池
整
備
を
含
む
畑

地
か
ん
が
い
施
設
農
道
整
備
）
の
貯

水
池
・
農
道
・
水
利
組
合
の
進
捗
状

況
を
伺
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　平
成
24
年
度
末
実
績
で
は
貯
水
池
及

び
農
道
を
含
め
、
約
15
％
の
進
捗
率
で

水
利
組
合
は
受
益
者
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

A
設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

Q
今
後
の
農
業
の
振
興
策
に
つ

い
て

吉田　潤

琉
球
王
朝
を
統
一
し
た
尚
巴
志
の
居

城
、
佐
敷
城
跡
が
今
年
の
６
月
21
日
に

開
か
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
に
於
い
て

そ
の
価
値
が
み
と
め
ら
れ
国
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
尚
巴
志
関
連
の

保
存
・
整
備
・
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　平
成
26
年
度
に
、
優
れ
た
歴
史
遺

産
で
あ
る
佐
敷
城
跡
を
将
来
に
わ
た

り
保
存
・
継
承
し
て
い
く
た
め
に

「
佐
敷
城
跡
保
存
管
理
計
画
書
」
ま

た
現
在
、
実
施
中
の
「
尚
巴
志
活
用

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
中
で
議
論
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
尚
巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
議
論
す
る

Q
尚
巴
志
活
用
に
つ
い
て

旧
４
町
村
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
で
独
自
に
ス
タ
ー
ト
を
し
て
お
り
、

農
業
集
落
排
水
事
業
で
整
備
す
る
の
か

公
共
下
水
道
事
業
で
の
整
備
を
行
う
の

か
、
ま
だ
方
向
性
も
決
ま
っ
て
い
な
い

地
域
も
あ
り
南
城
市
全
体
の
整
備
計
画

を
早
め
に
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。
こ
れ
ま
で
の

整
備
状
況
と
今
後
の
整
備
計
画
は
？
各

地
区
別
の
接
続
状
況
は
？
公
共
下
水
道

接
続
補
助
金
の
活
用
を
実
施
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

■
上
下
水
道
部
長

　飯
田
高
男

　本
年
６
月
末
時
点
で
70
・
６
％
の
整

備
率
で
あ
る
。
知
念
地
区
93
％
、
玉
城

地
区
94
・
１
％
、
佐
敷
地
区
75
・
３
％
、

大
里
地
区
36
・
２
％
で
あ
る
。
未
整
備

地
区
に
つ
い
て
は
市
全
体
の
整
備
計
画

を
進
め
て
い
る
。
接
続
率
は
市
全
体
で

65
・
９
％
で
あ
る
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　公
共
下
水
道
接
続
補
助
金
に
つ
い
て

は
制
度
を
活
用
す
る
方
向
で
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

A
整
備
計
画
を
現
在
進
め
て
い
る

Q
下
水
道
事
業
に
つ
い
て 仲村　和則
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米軍HH60ヘリコプター墜落事故に関する抗議及び
オスプレイの即時撤去を求める意見書・決議

発委
第10・11号

　去る8月5日午後4時ごろ、宜野座村のキャンプ・ハンセンで、嘉手納基地所属のHH60ヘリ
コプター1機が墜落する事故が発生した。
　事故現場は大川ダムの隣であり、周辺には沖縄自動車道や宜野座村集落が存在し、一歩間違
えば大惨事につながりかねないものとして、県民に大きな不安と恐怖を与えている。
　沖縄県の本土復帰後、これまで44機の米軍機墜落事故が発生しているが、2004年8月の
CH53D大型輸送ヘリコプター墜落炎上事故や、本年5月28日のF15戦闘機墜落事故があり、県
民の不安が募る中でこのような墜落事故が再び発生したことはまことに遺憾である。
　また欠陥性が指摘され県民の懸念や反発が強い、普天間飛行場に配備されている垂直離着陸
輸送機MV22オスプレイと同型機が、8月26日午後（日本時間27日午前）、米ネバダ州で通常
訓練中に着陸に失敗し墜落した。
　広大な公有地ということで人的被害等は出ていないということであるが、これが狭い沖縄だ
ったらと思うと戦慄と激しい怒りを覚えてならない。
　よって、本市議会は、県民の生命・財産を守る立場から、今回の墜落事故に対し厳重に抗議
するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要求する。

記

１、理不尽な日米地位協定の抜本的な見直しを行うこと。
２、在沖米軍基地の整理縮小を促進すること。
３、沖縄からオスプレイを即時撤去すること。
４、事故原因を徹底的に究明し、その結果を速やかに県民に明らかにすること。
５、事故原因の究明、安全対策及び抜本的な再発防止策を講じること並びに沖縄に配備されてい
る全ての米軍機の安全点検を行うこと。

６、墜落に伴う大川ダム周辺地域への影響調査を実施し、結果を公表すること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。（上記のとおり決議する。）

平成25年9月2日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県南城市議会

あて先（意見書）※
内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄および北方対策担当大臣

あて先（決議書）※
駐日米国大使、在日米軍司令官、在日米軍沖縄地域調整官、
在沖米国総領事、第18航空団司令官

意見書・決議書採択！

※発委第10号・11号の内容は一緒ですが、意見書、決議書の為、宛先が各々違います。



　斎
場
御
嶽
の
概
要
の
中
で
入
場
者
数

が
多
す
ぎ
て
聖
域
と
し
て
の
雰
囲
気
が

損
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
入
場
者
数
の

制
限
が
必
要
で
は
な
い
か
と
会
見
で
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
構
の
損
壊
、
石

畳
の
表
面
摩
耗
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
、

御
嶽
を
尊
敬
す
る
、
説
明
が
解
り
づ
ら

い
と
あ
り
ま
す
が
、
以
下
の
事
を
伺
い

ま
す
。

①
現
在
入
場
者
数
の
制
限
を
お
こ
な
っ

て
い
る
か

②
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か

■
企
画
部
長

　新
屋

　勉

①
現
在
の
所
入
場
者
の
制
限
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
、
入
場
者
の
制
限
に
つ

き
ま
し
て
は
、
物
産
館
の
オ
ー
プ
ン

後
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
木
製
の
階
段
を
設
置
し
た
こ
と
、
石

畳
部
分
に
ゴ
ム
シ
ー
ト
を
敷
設
、
滑

り
対
策
実
施
し
、
高
齢
者
転
倒
防
止

に
手
す
り
の
設
置
、
そ
れ
か
ら
ハ
イ

ヒ
ー
ル
等
で
の
来
場
者
に
対
し
滑
り

止
め
の
つ
い
た
サ
ン
ダ
ル
を
無
料
で

貸
し
出
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
お
り

ま
す
。

A
物
産
館
の
オ
ー
プ
ン
後
の
状
況

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く

Q
今
後
の
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

沖
縄
県
振
興
公
共
投
資
交
付
金

（
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
）
吉
富
地

区
の
事
業
（
貯
水
池
整
備
を
含
む
畑

地
か
ん
が
い
施
設
農
道
整
備
）
の
貯

水
池
・
農
道
・
水
利
組
合
の
進
捗
状

況
を
伺
い
ま
す
。

■
産
業
建
設
部
長

　港
川

　猛

　平
成
24
年
度
末
実
績
で
は
貯
水
池
及

び
農
道
を
含
め
、
約
15
％
の
進
捗
率
で

水
利
組
合
は
受
益
者
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

A
設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

Q
今
後
の
農
業
の
振
興
策
に
つ

い
て

吉田　潤

琉
球
王
朝
を
統
一
し
た
尚
巴
志
の
居

城
、
佐
敷
城
跡
が
今
年
の
６
月
21
日
に

開
か
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
に
於
い
て

そ
の
価
値
が
み
と
め
ら
れ
国
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
尚
巴
志
関
連
の

保
存
・
整
備
・
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
部
長

　當
山
達
美

　平
成
26
年
度
に
、
優
れ
た
歴
史
遺

産
で
あ
る
佐
敷
城
跡
を
将
来
に
わ
た

り
保
存
・
継
承
し
て
い
く
た
め
に

「
佐
敷
城
跡
保
存
管
理
計
画
書
」
ま

た
現
在
、
実
施
中
の
「
尚
巴
志
活
用

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
中
で
議
論
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
尚
巴
志
活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
議
論
す
る

Q
尚
巴
志
活
用
に
つ
い
て

旧
４
町
村
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
で
独
自
に
ス
タ
ー
ト
を
し
て
お
り
、

農
業
集
落
排
水
事
業
で
整
備
す
る
の
か

公
共
下
水
道
事
業
で
の
整
備
を
行
う
の

か
、
ま
だ
方
向
性
も
決
ま
っ
て
い
な
い

地
域
も
あ
り
南
城
市
全
体
の
整
備
計
画

を
早
め
に
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。
こ
れ
ま
で
の

整
備
状
況
と
今
後
の
整
備
計
画
は
？
各

地
区
別
の
接
続
状
況
は
？
公
共
下
水
道

接
続
補
助
金
の
活
用
を
実
施
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

■
上
下
水
道
部
長

　飯
田
高
男

　本
年
６
月
末
時
点
で
70
・
６
％
の
整

備
率
で
あ
る
。
知
念
地
区
93
％
、
玉
城

地
区
94
・
１
％
、
佐
敷
地
区
75
・
３
％
、

大
里
地
区
36
・
２
％
で
あ
る
。
未
整
備

地
区
に
つ
い
て
は
市
全
体
の
整
備
計
画

を
進
め
て
い
る
。
接
続
率
は
市
全
体
で

65
・
９
％
で
あ
る
。

■
市
長

　古
謝
景
春

　公
共
下
水
道
接
続
補
助
金
に
つ
い
て

は
制
度
を
活
用
す
る
方
向
で
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

A
整
備
計
画
を
現
在
進
め
て
い
る

Q
下
水
道
事
業
に
つ
い
て 仲村　和則
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平成25年9月定例会号平成25年9月定例会号 AQ ＆一般質問

米軍HH60ヘリコプター墜落事故に関する抗議及び
オスプレイの即時撤去を求める意見書・決議

発委
第10・11号

　去る8月5日午後4時ごろ、宜野座村のキャンプ・ハンセンで、嘉手納基地所属のHH60ヘリ
コプター1機が墜落する事故が発生した。
　事故現場は大川ダムの隣であり、周辺には沖縄自動車道や宜野座村集落が存在し、一歩間違
えば大惨事につながりかねないものとして、県民に大きな不安と恐怖を与えている。
　沖縄県の本土復帰後、これまで44機の米軍機墜落事故が発生しているが、2004年8月の
CH53D大型輸送ヘリコプター墜落炎上事故や、本年5月28日のF15戦闘機墜落事故があり、県
民の不安が募る中でこのような墜落事故が再び発生したことはまことに遺憾である。
　また欠陥性が指摘され県民の懸念や反発が強い、普天間飛行場に配備されている垂直離着陸
輸送機MV22オスプレイと同型機が、8月26日午後（日本時間27日午前）、米ネバダ州で通常
訓練中に着陸に失敗し墜落した。
　広大な公有地ということで人的被害等は出ていないということであるが、これが狭い沖縄だ
ったらと思うと戦慄と激しい怒りを覚えてならない。
　よって、本市議会は、県民の生命・財産を守る立場から、今回の墜落事故に対し厳重に抗議
するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要求する。

記

１、理不尽な日米地位協定の抜本的な見直しを行うこと。
２、在沖米軍基地の整理縮小を促進すること。
３、沖縄からオスプレイを即時撤去すること。
４、事故原因を徹底的に究明し、その結果を速やかに県民に明らかにすること。
５、事故原因の究明、安全対策及び抜本的な再発防止策を講じること並びに沖縄に配備されてい
る全ての米軍機の安全点検を行うこと。

６、墜落に伴う大川ダム周辺地域への影響調査を実施し、結果を公表すること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。（上記のとおり決議する。）

平成25年9月2日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県南城市議会

あて先（意見書）※
内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄および北方対策担当大臣

あて先（決議書）※
駐日米国大使、在日米軍司令官、在日米軍沖縄地域調整官、
在沖米国総領事、第18航空団司令官

意見書・決議書採択！

※発委第10号・11号の内容は一緒ですが、意見書、決議書の為、宛先が各々違います。



地方税財源の充実確保を求める意見書

　地方財政は、社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状況が続いている。
　こうした中、地方自治体が、住民サービスやまちづくりを安定的に行うためには、地方税財源の充実確保が不可
欠である。
　よって、国においては、下記事項を実現されるよう強く求める。

記

１．地方交付税の増額による一般財源総額の確保について
（１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に的確に反映することによ

り、一般財源総額を確保すること。
（２）特に地方の固有財源である地方交付税については、本来の役割である財源保障機能・財源調整機能が適切に発

揮されるよう増額すること。
（３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方交付税の法定率の引上げにより対応す

ること。
（４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画における歳出特別枠を維持す

ること。
（５）地方公務員給与の引下げを前提として、平成25年度の地方交付税が削減されたが、地方の固有財源である地方

交付税を国の政策誘導手段として用いることは、避けること。

２．地方税源の充実確保等について
（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分を「５：５」とすること。
　　その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系を構築すること。
（２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という基本的な性格を踏まえ、政策的な税額

控除を導入しないこと。
（３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。
　　特に、償却資産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する課税等については、現行制度を堅持すること。
（４）法人住民税は、均等割の税率を引き上げること。
（５）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村へ財源配分の仕組みを含め現行制度を堅

持すること。
（６）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な税源となっていることから、現行制度を堅持するこ

と。
（７）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を新たに創設する

など、地方税財源を確保する仕組みを構築すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年9月2日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県南城市議会

あて先
内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣

国に地方税財源の充実確保を求める‼研修会in南城市研修会in南城市市議会議員
事務局職員
市議会議員
事務局職員

　沖縄県市議会議長会（会長：安慶田光男那覇市議会議長）では、毎年県内 11 市の市議会議員、事務局職員の

見識を高め、研鑽を積むために研修会並びに意見交換会を、持ち回りで実施しています。
　今年は南城市での開催で、去った 10 月 18 日（金）にユインチホテル南城で、約 300 人の参加の下開催され
ました。

　研修会では、次の２つの講演が行われました。

　「琉球歴史の謎とロマン」（南城市の歴史）

　　　　　　　　　　　　　　　　講師　劇作家 プロデューサー　亀島　　靖 氏

　「最近の議会改革の動向と課題 －－住民自治を進化・深化させる議会－－」

　　　　　　　　　　　　　　　　講師　山梨学院大学 法学部教授　江藤 俊昭 氏

　意見交換会では開催市長あいさつを古謝景春市長が、そして乾杯の音頭を照喜名智議長が行いました。そ
の後、南城市議会の代表や、市内の伝統芸能で舞台に華を添え、南城市を PRするとともに、県下から参加した、
議員、職員に南城市のおもてなしをしました。
　今後参加した議員との情報交換や勉強会をとおし、より一層南城市の発展に寄与したいと思います。

「幕開け」

南城市のおもてなし
乾杯の音頭　照喜名議長

「あやぐ」前川区伝統芸能

歓迎の挨拶　古謝市長

「八重瀬の万才」
観光協会 屋我さん

「獅子舞」当間区伝統芸能

発委
第12号
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地方税財源の充実確保を求める意見書

　地方財政は、社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状況が続いている。
　こうした中、地方自治体が、住民サービスやまちづくりを安定的に行うためには、地方税財源の充実確保が不可
欠である。
　よって、国においては、下記事項を実現されるよう強く求める。

記

１．地方交付税の増額による一般財源総額の確保について
（１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に的確に反映することによ

り、一般財源総額を確保すること。
（２）特に地方の固有財源である地方交付税については、本来の役割である財源保障機能・財源調整機能が適切に発

揮されるよう増額すること。
（３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方交付税の法定率の引上げにより対応す

ること。
（４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画における歳出特別枠を維持す

ること。
（５）地方公務員給与の引下げを前提として、平成25年度の地方交付税が削減されたが、地方の固有財源である地方

交付税を国の政策誘導手段として用いることは、避けること。

２．地方税源の充実確保等について
（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分を「５：５」とすること。
　　その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系を構築すること。
（２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という基本的な性格を踏まえ、政策的な税額

控除を導入しないこと。
（３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。
　　特に、償却資産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する課税等については、現行制度を堅持すること。
（４）法人住民税は、均等割の税率を引き上げること。
（５）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村へ財源配分の仕組みを含め現行制度を堅

持すること。
（６）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な税源となっていることから、現行制度を堅持するこ

と。
（７）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を新たに創設する

など、地方税財源を確保する仕組みを構築すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年9月2日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県南城市議会

あて先
内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣

国に地方税財源の充実確保を求める‼研修会in南城市研修会in南城市市議会議員
事務局職員
市議会議員
事務局職員

　沖縄県市議会議長会（会長：安慶田光男那覇市議会議長）では、毎年県内 11 市の市議会議員、事務局職員の

見識を高め、研鑽を積むために研修会並びに意見交換会を、持ち回りで実施しています。
　今年は南城市での開催で、去った 10 月 18 日（金）にユインチホテル南城で、約 300 人の参加の下開催され
ました。

　研修会では、次の２つの講演が行われました。

　「琉球歴史の謎とロマン」（南城市の歴史）

　　　　　　　　　　　　　　　　講師　劇作家 プロデューサー　亀島　　靖 氏

　「最近の議会改革の動向と課題 －－住民自治を進化・深化させる議会－－」

　　　　　　　　　　　　　　　　講師　山梨学院大学 法学部教授　江藤 俊昭 氏

　意見交換会では開催市長あいさつを古謝景春市長が、そして乾杯の音頭を照喜名智議長が行いました。そ
の後、南城市議会の代表や、市内の伝統芸能で舞台に華を添え、南城市を PRするとともに、県下から参加した、
議員、職員に南城市のおもてなしをしました。
　今後参加した議員との情報交換や勉強会をとおし、より一層南城市の発展に寄与したいと思います。

「幕開け」

南城市のおもてなし
乾杯の音頭　照喜名議長

「あやぐ」前川区伝統芸能

歓迎の挨拶　古謝市長

「八重瀬の万才」
観光協会 屋我さん

「獅子舞」当間区伝統芸能

発委
第12号
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閉会中の継続調査

調査事件

① 財政課題について
② まちづくりの観点から
　 見た公共交通のあり方
　 について

③ 今後の子育て施策について

④ 観光関連施設進捗と今後の課題について

⑤ 議会報告会における意見・提言等の検討事項について

閉会中の継続調査

調査事件

陳情第17号

● 慎重審議を要するため以下の陳情案件を継続審査としました。閉会中の継続審査

南城市の職場定着支援のあり方に対し再考を求める（要望書）

陳情第12号

● 慎重審議を要するため以下の陳情案件を継続審査としました。閉会中の継続審査

漁船燃油への補助について（陳情）

陳情第14号 衛星電話と端末機設置への補助について（陳情）

陳情第15号 南城市の農地と環境を守り温泉・天然ガスを有効活用するための陳情について

陳情第16号 地域経済の活性化、中小企業者支援の「住宅リフォーム助成制度」を早急に実施
することを求める陳情書

① 財政課題について
② 自然災害について
③ 畜産場悪臭防止対策検討調査業務について
④ 台風災害に伴う停電等対策について
⑤ 自転車道整備と関連する市道整備について
⑥ 学力向上対策事業について
⑦ 議会報告会における意見・提言等の検討事項について
⑧農排玉城第五地区資源循環施設について

陳情第15号に関する施設の視察　　　　　（7月29日）

地域物産館の視察　　　　　　　（9月9日）知念児童館の視察　　　　　（9月9日）
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議会改革について

第７条　議決責任等
　　　　議会は議決責任を深く認識するとともに、議案等を議決し、自治体としての意思
　　　　決定または政策決定したときは、市民に対して説明する義務を有する。

第９条　広報の充実
　　　　議会は多様な広報手段を活用する事により、議会活動に関する情報の積極的な公
　　　　開及び発信に努め、内容及び在り方について常に検証するものとする。

議決責任等、広報の充実

　議会では議会基本条例の基本理念である市民に開かれた議会の実現に向けて取り組んでおり第６回
議会（９月）定例会より議案に対する議員の賛否と議員出欠状況を公表します。

これまで議会における各議員の議案に対する賛否や出欠状況を公表する事はありませんでした。

個々の議案等に対する議員の賛否と議員の出欠状況を公表する事により議員の考え方や議決責任を深

く認識し広報を通じて市民に明確に伝えていく事としています。

南城市議会基本条例抜粋
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平成25年９月定例会議員別出欠一覧表
○：出　　席
△：途中出席
▲：途中欠席
×：欠　　席
除：除　　斥

2日 4日 5日 6日 9日 9日 10日 11日 12日 13日 17日 19日

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

連
合
審
査

常
任
委
員
会

本
会
議

議長 照喜名　　　智 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総
務
福
祉
委
員
会

国　吉　昌　実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大　城　憲　幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大　城　竜　男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
親　川　孝　雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松　田　兼　弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
吉　田　　　潤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊　�　清　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仲　村　和　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大　城　　　悟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産
　
業
　
教
　
育
　
委
　
員
　
会

座　波　　　一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長　嶺　勝　盛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前　里　輝　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉　城　　　健 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城　間　松　安 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中　村　直　哉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
比　嘉　直　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
瀨　底　正　真 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島　袋　賢　栄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○
屋　冝　宣　勇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲△ ○ △ ○



総
務
福
祉
委
員
会

産
業
教
育
委
員
会

閉会中の継続調査

調査事件

① 財政課題について
② まちづくりの観点から
　 見た公共交通のあり方
　 について

③ 今後の子育て施策について

④ 観光関連施設進捗と今後の課題について

⑤ 議会報告会における意見・提言等の検討事項について

閉会中の継続調査

調査事件

陳情第17号

● 慎重審議を要するため以下の陳情案件を継続審査としました。閉会中の継続審査

南城市の職場定着支援のあり方に対し再考を求める（要望書）

陳情第12号

● 慎重審議を要するため以下の陳情案件を継続審査としました。閉会中の継続審査

漁船燃油への補助について（陳情）

陳情第14号 衛星電話と端末機設置への補助について（陳情）

陳情第15号 南城市の農地と環境を守り温泉・天然ガスを有効活用するための陳情について

陳情第16号 地域経済の活性化、中小企業者支援の「住宅リフォーム助成制度」を早急に実施
することを求める陳情書

① 財政課題について
② 自然災害について
③ 畜産場悪臭防止対策検討調査業務について
④ 台風災害に伴う停電等対策について
⑤ 自転車道整備と関連する市道整備について
⑥ 学力向上対策事業について
⑦ 議会報告会における意見・提言等の検討事項について
⑧農排玉城第五地区資源循環施設について

陳情第15号に関する施設の視察　　　　　（7月29日）

地域物産館の視察　　　　　　　（9月9日）知念児童館の視察　　　　　（9月9日）
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平成25年9月定例会号平成25年9月定例会号

議会改革について

第７条　議決責任等
　　　　議会は議決責任を深く認識するとともに、議案等を議決し、自治体としての意思
　　　　決定または政策決定したときは、市民に対して説明する義務を有する。

第９条　広報の充実
　　　　議会は多様な広報手段を活用する事により、議会活動に関する情報の積極的な公
　　　　開及び発信に努め、内容及び在り方について常に検証するものとする。

議決責任等、広報の充実

　議会では議会基本条例の基本理念である市民に開かれた議会の実現に向けて取り組んでおり第６回
議会（９月）定例会より議案に対する議員の賛否と議員出欠状況を公表します。

これまで議会における各議員の議案に対する賛否や出欠状況を公表する事はありませんでした。

個々の議案等に対する議員の賛否と議員の出欠状況を公表する事により議員の考え方や議決責任を深

く認識し広報を通じて市民に明確に伝えていく事としています。

南城市議会基本条例抜粋

Nanjo  City  Gikai  Dayori23
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24Nanjo  City  Gikai  Dayori

平成25年9月定例会号

第31号
2013年11月

目 次 ◆ Contents ◆
決まったこと・表決結果一覧

補正予算について

議案ピックアップ

平成24年度決算

一般質問

2～3

　4～5

6～7

8～9

10～18

……　　

…………………　　

…………………　　

……………………　　
　　

…………………………　　　

……………………………　　

……………………

…

……………………………

………………………………

意見書

市議会議員研修会

シリーズ こう変わった！南城市議会

委員会活動

編集後記

19～20

21

22

23

24

発行：南城市議会　〒901-0695　沖縄県南城市玉城字富里143番地　TEL 098-948-7797  FAX 098-852-6625
ホームページ　http://www.city.nanjo.okinawa.jp/　編集：広報調査特別委員会　平成25年11月１日発行

～市民と議会をつなぐコミュニケーション機関誌～

平成25年9月定例会号平成25年9月定例会号

南城市敬老会南城市敬老会

小学校運動会小学校運動会 南城市陸上競技大会南城市陸上競技大会

　9
月
定
例
会
は
、
補
正
予
算

等
の
審
査
と
と
も
に
平
成
24
年

度
の
決
算
認
定
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　組
ま
れ
た
日
程
を
最
大
限
に

生
か
し
、
議
論
を
重
ね
て
議
決

に
至
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
南
城
市
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
議
員
個
々
の
議

案
等
に
対
す
る
賛
否
の
公
表
及

び
本
会
議
等
へ
の
出
欠
状
況
を

今
号
か
ら
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
が
選
ん
だ
議
員

個
々
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
よ
り
一
層
議
会
に
関
心
を

も
っ
て
、
更
な
る
叱
咤
激
励
を

頂
戴
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　ま
た
、
11
月
26
日
・
27
日
の

両
日
に
は
、
第
2
回
議
会
報
告

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
多

く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
頂

き
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お
よ

せ
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　最
後
に
「
議
会
だ
よ
り
」
を

今
後
と
も
市
民
に
愛
さ
れ
る

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
愛
読

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。広

報
委
員
長

　中
村
直
哉 

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

議会報告会のお知らせ！！
　南城市議会では、議会基本条例に基づき、次の日程で、第2回議会報告会を予

定しております。2日にわたり、20名の議員が、4地区に分かれて行います。議会

としては市民の皆様からのご意見・ご要望等を直接いただける貴重な機会だと考

えています。多くの市民の皆様のご参加をお待ちしております。

今回は、次の内容の報告です。

　①定例会の報告について　　③市民との意見交換

　②議会基本条例施行1年を振り返って

あ
な
た
も
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご意見
ご感想

　「市議会だより」につい

て、ご意見・ご感想・ご要望

をお待ちいたしております。

　下記までお寄せください。

宛先・問合せ先

南城市議会事務局
〒901-0695　沖縄県南城市玉城字富里143番地
TEL 098-948-7797  FAX 098-852-6625
E -ma i l   g i k a i@c i t y . n a n j o . o k i n awa . j p

議会議事録は南城市ホームページで
公開されています。

　皆
様
が
選
ん
だ
代
表

が
、ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
、ど
の
よ
う
な
発
言
を

し
て
い
る
の
か
、自
分
の

目
で
見
、聞
い
て
確
認
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　市
政
を
知
る
良
い
機

会
で
す
。

　次
回
の
定
例
会
は
、12

月
に
招
集
さ
れ
る
予
定

で
す
。

南城市議会情報 検索 クリック

11月26日（火） 大里農村環境改善センター

佐敷老人福祉センター

午後7時　～　8時30分（受付午後6時30分～）

南城市（玉城）中央公民館

知念社会福祉センター11月27日（水）

時　　間


